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九月の定例午餐会{ 土、中央電気倶楽部で開催致しますの 今回は特に最近欧米より J帰朝さ れました大阪市

立工業研究所長工学防土大島敬治氏 Fこ ー建築材料を中心と した化学のEZEJ の講演と大阪市建築局提供の吹

....... 

A  
伺j 午 餐

函 ーー青泰司〉設HJ を観賞致しますぐ何卒多数御参加下さい。
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1 会 中央電気倶楽部 ｵ ｴＧｾＺ Ｎ 草島中 ｚ の ＹＩ

コンクリート床仕上工法見学会

「建築と社会 ，5 月号に渇紋したので、読者周知のことであるが、更に実地に見学し度い との黙心な研究意慾に対

し、 会務委員会は、建築学会、建築士会と供に、近 畿地方建設局の御好意で、下記の如く見学会を開催する。

場所は尼崎九号地域符戸兵法補給庁新築工事織で、その施工法は、 コ ' . /9 リー ト床仕上工法に就て在来のモルタノレ

塗工法と異り所謂打厳 し仕上をする事になり 、主としてアメリカの現庄の工法の長所を採り入れ られた工法で・ある。

建築技術者として見のがさないように、多数御参加を望む次第であるが、入場者には入門証が必要であるから出来る

だや早ゃくお申込みあり度い。

1 . と き 9 月19日( 土) 午後 2時

1  集合場所 省線尼崎駅南口前

1.  申 込 会主主 30. 00と 同 時に18 日迄先着20

名迄申込受付

日本建築協会 大阪府建築士会 朝日ピノレ六階本会事務所叉は天神僑分室

新 製

c  

ロロ 見 学

b .  
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〈鋼 弦 コ ン ク リ ー ト 製 品 ・ プ レ キ ャ ス ト 製 品 ・ ラ ア ィ 堺 、 釘〉

日々新に、叉新に、の言葉ほど建築技術者にとって大切であり 、常に技術商に新製品の取り 入れ、よ り技術の発 達

を念願するものである。そこで今回は上記の製造工場たる オリエンタルコンクリート木津川工場と片山鉄工所を、会

勢委負会主催の下に見学せんとする。何卒多数御参加下さるようお進めする《

1 . と き 9 月22日 午 後 1 1時

1.  集合場所 大阪駅西日目i J ( 乗合同動事伯= 切 j

1 . 会 費 ￥ 30. 00

1. 見学工場

A. 鍋法コンクリ ート製品、ブレキャス 卜製品

上記製品の製造工場はオリエンタルコ ンクリート株式会社木津川工場で大正区南恩加島町478の1に所在

し、工場設備はブレツシネ{ 特許に似る鋼法コンクリ ー ト製品製造を目的とする独特な工場で敷地. 43EO坪

建坪必6坪、50米ロンクテインアパット 、 蒸気養生設備、オーパ ーヘッドグレ ー γ の設備がさ れている。

B . 特許ラティ ;.r釘

上記製品は株式会社片山鉄工所に於て製造され、所は南恩加島田J l の 1 である。 r打込み易くて而もヲ !

被き英悲し、 ! 特許釘に就てこの工場の製釘部は全能力を傾注し 、製造研究に遁進して い る。

1  申込メ切 9 月19日迄会費と同時 申込の事

。 場所 朝日 ピJ レ6 階 本会事務所叉11天神橋

分室

L 一二ア メ リ カ 建 設 技 術 映 画 の 会二二二

今回、 アメリカ文化セソタ ーに於て本会主催の下にアメリカ建設技術狭函 「フ{ パ ー・ 〆ム物語ーの観賞と 、関 西

電力の建築課長原田氏より御講演を願う事になりました内何卒多数御参加下さい鼻

と き 9 月24日 ( 木) 4 時 「デ ィー ゼルエ γ ジ' . /

1 会 場 産経会館 6 階 アメリカ文化セ y 司町 演 水力発電所の建築

タ{ 講演場 務 師 関西電力K . K 建 築 課 長 原 田 守

1 . 険 画 「フーパ { ・ダJ 、物語ー 入治申込 朝日ピノレ六階本会事務所

日本建築協会会勢委員会 委員長 浅 ｾｂ＠ 猪
=Et  Z  
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建 築 資 材 展 示 会 開 催

戦後建設資材の復興は突に同ざましきものあり斬新な創意工夫が加えられ戦前を凌く' 進歩発遥を示すに七った大阪

建設業協会にては此 ｉＮｬｦｩ に鑑みる所あり今般同会創立五反年記念事業のーとして之等優秀資材の展示会を下 ､ ｌＲ Ｑｪｦ￭ｾ ｦＱで開

催される、此( 越は戦後止t種展示会としては稀に見る大規模なもので建築IRSf系新の見遁せぬ有意義なものといずる、会

員各位は元より多数街「誘合せ期間中是非答1観覧みらん事をお奨めする。

期 間 昭和18年10月10 日( 土) - 1 4日( 水) 展 示 28径回に豆り優禿メーカーん1[{) ト1: 約 ト i

毎 日 前 9 時 後 5 時 尺× 六尺) 170小間競畏

会 場 国際見本市会館 ( 市内東区内本町橋詰)

主 催 大 阪 建 設 業 協
主3 2』E  

千麦 援 建 設 省 、 通 産 省 、 大 阪 府 、 市 、 日 本 建 築 協 会 、 関 西 建 材 会

山/r  、、、、、、、、、、一一一、ー一一一…Ｎｾ一一、…一一ーも一一……一……，ｾ

上海香港銀行大阪支庖新築見学会

長近御堂筋に於て 、 日建設計の住友銀行{ 府後町支l苫と立主ぶjj e，I の上海; ，{ i主鉱行が廷築された。 竹保』と内

部と共にそのエキゾチツタな銀行建築に注回せざるる !-::J. なし、。村に今但J 土1. ｉｾ ・工務広の街好意、にＨＱＮＮＺＮり協会 、

学会、土会の= 同f本主催の下に見学会を島::f越せんとするものであり会員 iH!. 多重注衛参加を望むよk Pで‘ ある。

1 と き 9 月29日 ( i k) 午後 3 時 ハス停寵城南一丁東仮I j

1  場 所 上海香海銀行大阪支庖( 京区淡 1.  申込メ切 9 月268 迄朝日ピノt . 6 階本会

路町4- 4 3) 御堂筋ガスピル前 事務所叉は天神橋分室

建築綴要 談J" ーは英; 掴の極東経済圏の元純であるジヤ{ デ y マ セ ソ γ ・アγ ド・カンパニーの建築部で、

施工は竹中工務屈である。9r . 築延坪約15EO坪地上 3 階地下 2 階の鉄筋 コY グリ ー ト構造である内

桂 離 宮 と 苔 寺 の 見 学 予 告

十f J のード旬に佳締宮と苔寺の見学会を1 * : 1援すべく白下委芦会は計画中で、具併自もな発表は十月号の会誌

に会背致しますが。 艇に参力[ 希望者( ; t 敵宮隊出 6亡者jt合上本月中に氏名年令身分の記入の上早いめに述務局

J名傍11申/l¥下さし、。

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 会 j  

委 員 長 浅 沼 猪 吉 j  

建設資料便覧発行予約を募る

今ｾＺＺｴ＼Ｚ準備中の 上 記発行については目下蚕員の手前で・鋭意整理に努め Ｘ 月より印刷に驚手 ＱＱ 月発行の巡びに進捗し

ている。内容は仮設、土工、杭打、防水、鉄骨、煉瓦タイノレ、石材、木工、左官、金属、建具、塗主主、内袋、硝子、

コ γ タリート、鹿根、イ首' 工、電気、設備喜多20余種目にy t り夫々の凱門につき簡結した梗概を記 し各関係業者 3EO余の

案内側を附し一般設計、施行、技術家並学生諸君の参考となる様綴祭さ れている B 5型装置長上製約4 . 00 頁で相当高価

になるが記念事業として予約中特価￥3EO. CO 送料宍裁で予約申込を鶴却している。 ( 手約以外は ￥4. 00. 00 以上と

なる見申込み〉此際多数申込あらん事を切に衡奨め申上げる。

昭 和 28年 9 月 1 B  

日本建築協会対十五年記念事業出版委員長 尾 崎 久 助

筒今春発行以来好評を博している F 大阪| 桁丘地質図表」￥ 1，200. 00 で発売中。

建 材 陳 列 場 開 設

所 市内東区北浜 5 T同 日建設計工務K K 玄際機一午前 9 - 午後 5 時

八月一日から開設した建材陳列場は漸次展示品の整備が完了した。スペースの関係で充分のケ ースが ll i . れないが

時々展示品を更新する事とし将来の完成を期しております何卒御観覧の上御指ヰと御援助を願います。現 iEEI長示主t数

50社。

日 本 建 築 協 会 ・ 関 西 建 材 会



大 支 部 特 集 号 女

支部は 建築関係各部門の総合連係協力によって、建 築 に 関 す る 輔、路 、隷 の ;  

進歩発達を図ると共に、建築を通じ広く 社会に貢献することを目的とする為、地方的に

必要な事業を行いつつある 。



東 海 支 部

支 部 長

副 支 部 長

京 都 支 部

支 部 長

副 支 部 長

兵 庫 支 部

( 名古屋市中区南 λ; 川町 4 / 1  愛知県建設業会鎗気付)

玉 置 援 ik ｊｩＡ ｾ＠

佐 Ir . 長 凶 郎 染 木 正 夫

( 京都市中京区押 小路通柳馬場東入京都建設会館内〕

大 倉 三 郎

西 山 卯 一

大 鳥 居 満 也

高 丘 治 季

木 下 m 可

森 口

( 神芦市生沼区下山手速 5 丁目繊維問屋街23号館 兵庫県建設業協会内

吉 田 信 武

m 

支 部 長

11J 支 部 長 早 良 俊 夫 山 内 嘉 兵 衛
宮 飼 克 一

和 歌 山 支 部

支 部 長

i' J 支 部 長

中 国 支 部

支 官 事 長

副 支 部 長

九 州 支 部

支 部 長

副 支 部 長

( 和歌山市三木町南之町島村建築事務所内〉

栗 林 馬

布 袋 国 雄 島 村 佐 次 郎

( 広島市八丁姻96、 青盛建材工業株式会社内)

藤 田 定 市

古 村 : 義 教

( 福河市渡辺通 6 丁 目 建設会館内J

宮 脇 晴 美

黒 木 源 次 郎 薄 与 荘

おことわり; 九州支部 ・和歌山支部の衝は、たまたま、 九州、和歌山iこ水害があ b ましたた

め、本号から割愛し、その代 b に10月の「水害特集号 J ｉ こ水害を中心とした内容で掲載し ｴＺｾ 、予

定ですe



伊 国 |  

広 島 児 童 図 書 館

工 事 概 要

鎗 功 一 期 昭 和27年11 月

二 期 昭 和28年 7 月

電 築 面 積 シ エ Fレ 室 内 80. 02呼

テラス 15.  17野

ノj 、 計 95. 19W

下 屋 屋 内 14. 72坪

テラス 13.  56呼

ノj 、 計 28. 28呼

合 計 123. 47坪

軍属 造 鉄筋コングリ ー ト門筒、 シエノレ構 造 平 屋 根 廻

りコシグリ ー ト厚12糎 鉄 筋 は凡 て 異 形品を用

い 環 状 主 筋 は フ ラ ッ シ ュパ ットに依り継手無

し

外 装 外 壁 全 面 ス チ ー J レサッシ ュ硝 子 渡 り ( 一期)

ρ  木 製 硝 子 張 b

一 部 ブ レ キ シ ボ ー ド( 二期 〕

内 遺産 壁 天井共モノレタノレ塗 b刷毛引き

ア ーマ { コー ト吹付仕上…・・・…. . . . .. ( 一期〕

壁天井共プラスター主主ベ y キ 塗 仕 上 〈二期 〉

屋 根 アスフアルト防水屑砂付ノレーヒシグ援

自ペンキ塗… ー・・… … 一.. .・ H ・- … 一 ( 一 期〉

ゲノレカ防水仕上・・・… … … …・ ー…ー ( 二期 〉

建 敵 地 広島市基岡了

建 築 主 広烏市教育長

般 計 東 京 大 学 丹 下 鍵 三 助 教 授

情 進 計 算 東 京 大 学 長平井善ー勝教授

平面図

.  __. "，- -

」ーー--'-

一一一寸

ロ il I 愉 蛍甜 1
E普通窟



米国科学院原子爆弾傷害研究所

米 国 人 独 身 寮

鮫昔十監理 前川建築事務所

施 工 清水建設株式会社広島支庖

所 在 広島市比治山公関

緩 エ 昭和28年 6 月

階 段 ロ ビ ー

正 面



延

室 名 称

1.  Bedr oom 

2. Lobby 

3. R ecreat i. on r oom 

4. Di ni ng r oom 

5. Ki t chen  

6. Mac hi ne r oom 

7. Toi l et  

8. L avat or y 

9. Staff  rest  r oom 

10. Me ns  l ocker  

11. Wo me n s  l ocker  

12. St ore r oom 

13. ｅｮｴｲ｡ ｉｩ ｣･ｾ＠ hal l  

14.  Ent r ance  por ch 

15. Ter r ace 

16. Laundr y r oom 

17.  Li nen r oom‘  

18. Cabi net  &  l avat ory 

19. Eat h r oom 

20.  Fut ur e ki t chen 

21.  Li vi ng r oom 

22. Ha U 

23.  Cor r i dor  

24.  Roof  

25.  Canopy 

26. Pav ement  

坪

一 階

二階

軒高

417. 757士平

182.  C52坪

235.  105坪

20. 85 尺

14 

| 玲 正 面

2  ｖｾ 平面

寝 室 内 部

型民 進 鉄筋コングロート造二階建、各室間仕切は鉄筋コシタリート進軽量鉄骨造及一部木造間仕切とす。

建 物 仕 上

外 部

内 部

コシグリ ー ト打放し、ベシキ塗仕上 玄関ポーチ床、花尚石小叩き仕上

4号室共栄及柱はコシグリート打放し、 上ペシキ塗仕上。 玄関、ホ- } レ、ロピー、 娯 楽 室、食 堂、休 憩 室 、 廊

下及各寝室等、 床は米国製アスタイノレ涯、 天井プラト γ 下 地 プ ラスター塗仕上及米国製テッキス貼、 壁; 7・ラ

スタ ー塗 仕 上、寝室には造り付境地製洋服ダ γ ス及洗面所{ f 設〈 。

ロピー廻 b 階段は手摺子v $ 桁共スチールパイプミガキラッカー仕上、甲板ケヤキ手摺は塩地生地仕上とす。

便 所、 洗 面、 洗濯室、浴室、厨 房 床 は モ ザイッ ! I ! t イル、星査はタイノレ貼 、 天井はプラスタ ー塗仕上とす。



山

一

一

刑

ヱ

狩 立 柱

司盟主キ主司t キ号主面 』豊司41 本年量苛面

白U

ｾ主 ｔｩｉｩ

金

L 一一一 1. 6一一」

当工事の特色

この工事は、高精密度を要求された

コングリ{ トの打放し仕上なので、

特 lこコ γ クリート打に 111点を置き、

砂利、砂、セ 〆ント拡散剤毒事の資材

は勿論、その調合工法等、十二分の

研究、吟味を行った。

枠型の計画lこも細心留窓し、施工

実主主に当つては慎重iこしたもので、

参考 iこその一例を掲げた。

正面
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規 様

( 27年度完成分〕

仕 上 の 内 容

殺 備 の 内 容

日 除 鹿

特殊ルーパー

建 物 の 概 要

坪 数

1階 302坪

E階 302坪

3階 302坪

タト 装

内 部

外 部 窓

庇

電気設備

用 途

校長室、職員室、街直室、湯 沸 場、工作室、普透教室 岳、

昇降口 、『書写室、物置

図管室、裁縫室、玉虫科室、休著書室、普通教室 4

絵画室、恐科室 2 、 研究室、 暗室、外 lこ特別教室 iこは教材

室付〈

掻落しクリーム色着色モルタル吹付

床プナフロ ー リγ グ張、腰羽目板、天井蜜プラスタ{ 塗一部テ

ツグス張造作材付金ラワシ材を使用し内外共ペ γ キ 塗

スチ ーノレサッシュ

日除庇は設計者考案 iこ依る特殊なル ーパーを使用する。

受 変 室 ( 二期工事) 1こて変圧し各配電盤lこ連絡する。

電 話 職 員 室、校長室、事務室、宿直室tこ切換使用する。

放 送 事務室の一部iこ放送 室を設り各室及屋外lこ拡声放送

出来得る。

電気時計 丸善式親時計を校長室 tこ設置し、校舎内 9 ケ処の

子時計及事務室の時報時計と連絡 し、時計 の 正 磁

を期する。

時報時計 若手著書室時報時計 lこ依 b 自動的 iこ屋上の焚錐を鳴ら

す。

後 光 燈 校 長 室 、 職 員 室 、 事 務 室、絵 画 室 iこ重量光ラ : "- -7・J!lt

明とする 。

給水衛生設備

ポンプ室 3 R P 2 段ポ γ 7 ' 1こ依 b塔屋のタシタ tこ揚水し 2

3 階各所 iこ給水し、 1 階は外管直結給水とする 。

消 火 栓 各 階 共 来 酉 2 ケ処宛、消火栓1，%" 60尺 ホ { ス を 設

り外部は2" 消火栓。

使 所 大IJ 、使共水洗式とし汚水浄化槽を設ける。

そ の 他 暗室( 写真現像用) 及避雷針及瓦新設備を設11 .:5

日 除 庇
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良日

原爆で焼野が原となった市内の一部

原爆ドーム ( 自民心地〉

[ - ; ) : しヵーさ

原爆者自市広島がどうなったか? と、思うのは都市建設

者ばかりでなく、全国の皆様が等しく思うことであろう

ρ 原爆の子グがすくすくと伸びる様に、広島市の都市建

設も 1 歩 2歩と、年を数える毎に、堅実な復興にいそし

み、今では見違える程立派な都市になった。と 、云って

も東京大阪とは比較にはならない、田舎の都市程にしか

見えないが、然し、アトム広島は、中国の広島から日本

の広島となり 、一躍世界の認むる平和都市広島となった

昨年あたりからは、不燃建築も一段と増し、高層建築用

のタワーは、15、6本はいつでも青空に鋒えている。ザ{

ザーと云うコ γ グリ{ トを打つ音、一橋梁のプレ ー トガ

ーダーの鋲打ちの音は、吾々には雑音とは聞えず、なに

かたのもしく胸にはずむものがある 。-[tI;界注視の的とな

った広島は、去年の秋は世界仏教大会があり 、続いてア

ジヤ大会など開かれ目の廻るような i 年であった。今後

観光地として、世界各国の訪問者を受けることであろう

このためには、全世界より魅力ある都市として、吾々は

最善の努力する必要があると信ずる 。魅力ある都市とは

如何なる都市を構成すればよいか ? それは精神的な商

即ち、宗教的、道義的な考え方もあろうと思うが、吾々

八年Tこった広島の復興の一部。市復所屋上から商工

会議所を望む。前面の原つばは百米道路の一部。商

工会議所の左 lこ見えるのは 「原爆ドーム」

“ 111111111111111111111111 11111111'1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“ 111111111111111111111111“ 1111111111“ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I 1111I 11I 111I 11111111! lI tu111l1l 11l1l 111l 11l1ll 11U1II UIlIll III1I1I1IIIII I1I11111111111111111・，.
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京管坤幣伊 ・ 掛 a位

技術者として考えることは、 広島市の建設事業は目に見えて芙の事業は成果を表わす

資ぷ二

造形的な面に於て、如何に感 句 読 小 ;  ようになった。某の主なるものをあげれば、次の尋喋で

じの良い明朗な特異性のある 醤韓議泌総説与え 一二 ある。

観震努欝滋漣語糊蝿長官当Z%f'_ ｾＺＮぶ お唖合子宮

都市にするかが、吾々に課せ 麗謹翠謹麓讃騒掛ぷ議議議選 A  市の中心部でらる 、爆心地に近い中島地区約 37，

られたる命題である 。都市の 露盤語通却益密警鐘議鍾麗 αゅ坪を平和記念公園として、 この公園内には平和記念

美しさは、立派な都市計画の 護盛率護審霊園圃・圃薗園 施設、即ち紀念館、諦町長会場、大集会場を建設する。

上に、建築と 造園と 土木的構 郭 酒 司 園 田 署 曙 園 田 恒 直 田 B  広島城を含み基町地区20万坪を中央公園として、

築物の三要素が、如何に 自然 中岡 山か ら広島を経で この中には児童セ γ タ{ や運動場、動物園を造り市民の

的の環境に、マッチさせるか 安芸富士を望丸する 日夕リエ ーシヨ γ の場所とする。

が都市美を、構成するポイントである。この意味に於て C  木市東西を走る 1∞ 米道路を計画し、交通の外、

吾々は、都市計画家も 、土木家も 、建築家も一致団結し 防火、観光、市民のリグリエ ーシヨ γ を兼ねた緑地道路

て、建設に努力せねばならぬと考える。原爆で75年間不 とする外、 7 本の )11の両側は河岸緑地とする 。

毛の地と称えられ、13万 7 千人の人口も年々嶋えて、 今 D  幹線街路は中国地方の中継都市として、将来の交

年 4 月には32万となり 、40万になるのも遠くはな L 、。ぁ 透盆により地形及び既設街路を拡張利用する方訟を取り

れから 8 年たった、広島の復興を 見て、感慨無量のもの 道路網の形式は基盤式を採用している 。更に、洪水の度

がある。以下は、筆者の特に闘に映じたものを 、拾って 毎に木織が流失するため幹線街路にはすべて永久橋を架

幸子いたっ 設する計図でI ? る。

E  市内に散在する多数の墓地の移伝先として周辺の

山地に墓苑を計画した。

F  本市の土地の大半は河水海水面の満湖面より低く

排水施設の整備は緊急を主要する 。叉保健衛生の上から上

下水道整備は特に考慮が払われている 。

G  市街地{ 主幾多の水害に悩まされた苦い経験から太

田川 i放水路開さくの計画を立て、将来広島市を水害から

護る 言| 顕である。

以上( 主、都市計闘の大泌を述べたにすまないか、其{ 也

住宅建設、広島港修築等幾多の事業の計画がめる

苦から向う 3 事F両隣と云う諺があるが、この 1∞ m道

路とは台の如く 、幅員 10J 米で向う隣は、隣の町のよう

になって、緑地と道路に遮ぎられ、は

るかに見える向う 3 軒は、隣付合も出

来なくなって両隣のみとなった。この

道路は広島市の中央部を束の比治山か

ら西の己斐駅に至る 、山から山へ延々

4， 780m(  1 星 8 丁〉太田川支流の 6 つ

の河に股がり 、雨の降る日は天の川の

ように光って見える 。将来国道にでも

路道米日

都 市 計 画 の 概 要

昭和20年 8 月6 日空前の原爆によって、市の中心部は

壊滅 して; 焼野原 と化した。更に、同年引j縫いて起った風

7l <筈も 、叉、言語に絶するものがあったc 然し、この 2

つの大災害は、広島の都市計画に、徹底的な大計画を樹

立する機会を与え計画人口 40万人を対綜 とする近代都市

建設の計画を樹てることになったc 昭和21年10月復興都

市計画街路及び復興土地区劉整理の計画決定を見、更に

昭和21年11月復興都市公園が決定せられ、ここに都市計

画の基礎が確立した。土地区劃整理については、昭和21

年度より焼失した市の中心部約 4∞ 万坪を対綜として事

業に着手した。広島平和記念都市建設法が衆参両院を通

過するところとなり 、同年 8 月6 日公布されるによって

百
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路
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通
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百米道路内tこゐる以地の一部

設計広島市建設局緑地係

施工( 水蓮池株式会社松本必

l植 栽 万 松 岡

指定されて、完全なる鈴主主でも出来ればそれこそ日本一

否位界ーの理想道旅となろう 3 この道路の持つ意義は交

返遥還と建築物の採光、又は上下水道、電気瓦斯等の管

紋施設の機関のみでなない、街の城境と景観を良くして

市民のリタリエー シヨ γ の場所と 、特に防火に資するを

目的として市の中央を南北に 2 分したものであり道路と

云うよりもむしろ緑地符でゐる つ 10::l m の1陥員( ま中央に

16mの高速:車道を設け、その両側には 28. 5mの緑地楕

をその両側には 3 mの緩速車道を設け、 その両側には

5. 5mの歩道を配置2している つ 場所によって環境に合う

ように怒速車道は曲線を取り入れ、緑地待の中にl主築山

があったり噴水や花境もあり、特に青少年のためにはテ

ニスコ ー トも 14面造られていると云う調子である 。道路

にテニスコートが{ 乍られたのも 7昨日本に始めてのことで

あろう。将来この45，∞o坪の緑地幣には; 値樹は勿論、遊

歩道{ 木主主施設等も設け、市民の 「レグリエ ー シヨ γ 」セ

γ ターにするように計画されていると云うことである 。

将来この河に裂かる橋は、中間 lこ為る 3 7可には( 元安川

本}II 、天満) 11 ) 中央と両側とに 3 腐を、両端の inf ( 京府

)11 と放水路〉にf工中央に 1 本と 、合計11憶の永久橋が架

設せられ る予定であると云うことであるが、 1 ケ所に 3

織も架かるのであるから将来どう云う環境になるか期待

されるところである 。現在中央の 3 橋は完成し、後の 2

編出来れば一応貫通するわけである。叉この道J l fr には中

央部で 37，α) ( ) 坪の平和記念館のある大公闘に接してい

るc

橋

かつての広島市の復興顧問であった、 S . Aジャピー 少

佐( 主「広島市はペニスに次< " i ! : ! : 界第二の71くの都で・ある ! と

去ったように、市内には太田川を源流とする支流 7 本は

蛸の足の如く流れ、この清流に架かる橋梁は制剖 備を

必要としている 。現在あ るものはお濡( 内 7 矯は廃僑と

なる〉で新設架替を含んで60筒、戦後新設したもの 5 崎 、

今後架橋をせなければならぬもの突に55僑に及んでいる

と云う状況である。 1 本の川に12憶の割合である。広島

市の道路は日本一惑し、と云

う甚だ不名主査な名前を11っ

ているが、これではいくら

金があっても道路の舗装ま

で手のとどかぬのも無理な

いことで‘ 為る。重量きの J レー

ス台風の時など、永久備の

み践して全部流失したと云

う川もある。こう云うとき

本図は高圧パイプの熔

接部を検査中の本装置

市外から市内の中央に這る の状況である。

には、 ぐるりぐるりと輸の足を迂廻して中央部に出るのー

であるから、その不便さは大変なことで為る 。現在の計

画は 、 まず僚から道 ｦｦｾ へと云うわけで永久矯が造られ最

近に既に新設された永久惰 5 惰( 主完成し、在来のものを

含めて全部で24僚となったごこの新 しい債の中には、有

名な平和大橋 と西平和大橋がある c この矯については謀

者が昨年この雑誌の 6 月号に掲献した、特に高欄の設計

については、世界的彫刻家であるイサム野口氏のデザイ

y で、異E少なこと悩界にも湾例がない、そ の形が奇想天

外なものでP広島名物のーになった、本年去る 7 月 3 日完

成した僑に緑大儒がある 、 この橋; 工天満川に架かるもの

で、百. 米道路の中央の平和大路、西平和大僑の次の慌で

機長82. 4米、有効幅員15米、続仰は二基で鉄筋コ γ グリ

ート )1: 筒基健、長さ23. 5米、桁は鋭鋭的でゲノレパ ー式を

採り、総江; 資 5，1∞ 万円である c I この鋼鉄骨' 桁の接合

は従来のリペットを廃し、全溶接であって、 この熔擦の

;i免責にi京子エネルギーを利用したガ γ マーテスト : 認を{克

用した、原爆広島の平和産業に原子エ ネノレギ ーが使用せ

られたことはよくよく広島に因縁が深い、 この工事は新

三菱孟工業株式会社神戸造船所の請負にかかるものであ

るつ この原子利用機械はガンマ ー線検査装置と いわれ、

原爆製造の副産物と して アイソト ープ( 同位原素) のコ

パノレト 60の放射能により、熔接不完全部を X 光線の原理

と同様透視判定するもので、造船界に於ては既に利用さF

れている。この度広島で使用されたのは携帯用/J、型機で

コバルト 60 を 15冠の楕円型放射機にさ し込み、約厚さ

緑 大 矯 ( 百オミ進路 l二架る〕

設 計 広 島 市 建 築/."0土木課

ミ護

施工 j 下 部 構 造 合 資 会 社 対 野 組

l 上部構・盆 新三菱恋工業株式会社事11戸造船所

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ Ｑ Ｑｉｉ Ｑ ＱｉＱｉＱｉ，Ｂｬｉｉ ｬｉ ｬ ｬｉｦｉ“Ｂ“ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｕｉｉｉｉ ｉｬｕｬ ｉｉｉｉｉＡｉｉｉｉ Ａｕ ｉｉｉｉｉｾｉｉｉｉ ｉＱ ｉｕＧ＠
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1∞粍の鉄鋼熔接部に 6ヨ糎離して、 放射すると 1 時間後

には裏面の原板に透視撮影される、問機は日本に 1 台し

かなく、同工場が昨年 8 月米国から輸入困難なため英国

貿易関係を通じ輸入 したもので、ある。従来の熔接検査は

ハ γ マーによる感以外は不良個所の発見方法がなかった

のである 。 この写真によって不良個所が発見出来ること

になった。なおこの工事の下部工事請負者は水野組であ

る。

区 釦 整 理 に よ る 家 屋 の 移 転

区割整理事業の難問題はなんと去っても換地と家屋の

移転問題である。分けても家屋の移転は人聞の生活内容

全部を含んでいる。住宅の立退は最も困難なことである

立退者は移転通知によってＭｾ覚悟と準備はしているも

のの、愈々となると移伝先の土J f u 取得は簡単に行かない

何れにしても利害得失が相い伴なって今日のように物資

金融の不循環のと きには、なかなか役所のペ ーパープラ

ン通りに行かないのも無理のないことである。並々なら

ぬ当局の努力によって移転全戸数の 7 5 %は移転完了 し

た、移転の全戸数は 1万数百戸、内昭和21年度より同28

年 4 月までに移転完了したもの 7，2ω 戸で、 残戸数は

1，800.戸である。 河川敷地や道路公園敷地に建っている

不法建築で、移転を要するものは目下調査中であるが約

1，2∞戸位はあるものと考えられ、残数を合して3，0∞戸

である。立退は昭和29年度で一応完了する予定である 。

移転建築物で、最も癒になったものに市の目抜の八丁堀

田福屋デバートの建築物である。 この建物は鉄骨鉄筋コ

シグリ{ ト造で、 4 階建地下室を含む建坪263坪、延坪

939 坪であって、この建物の中には、 40社におよぶ事務

所がある。 この建物は区劃整理の当初から問題になっ

ていたも η で、建物の全体が40 m幹線道路にかかってい

る。建物の位置が広島市の繁華街の中心になっていると

ころで、前面には福屋デメ{ トの 7 階建があり、叉その

附近には高層建築が数棟あって、市内で最も交通量の多

い場所だけに、 ラッシ ュアワ ーの混雑は大変なものであ

る。この建物が入、車の交通をはばんで実に危険であっ

た。戦災で建築の設計図や資料を焼失しているため構造

の内容が的確に掌握出来ず、建物を後退りにするi か、い

っそのこと 、取りこわしてしまうかと 15年の間もみにも

んだ建物であった。本年 3 月から愈々取りこわすことに

なり工費 2，5∞ 万円で'7. K 野組が着手している。取りこわ

しの工程は先ずスラプ、一梁を破壊し、次に柱の根本を

切断 し、続いて壁体の下部も 向様に切断して内部に倒す

方法で、現に実施しているが、現在では後 1階を残すの

みとなった。職工の話によると鉄筋コシグリ { トの部分

はこわすのに簡単であるが、鉄骨の部分はなかなかむつ

かしいとのことでおる。

広 島 港

広島港と云う よりも宇品港と云う方が通りが良い、日

清 日露の役から今時の終戦まで陸軍自柿自運輸総基地であ

った。宇品から出発して宇品に上! 産した旧軍人は幾百万

数しれない、その人達に取つては広島は忘れても 、宇品

は忘れられず昔なつかしく思い出すことであろう 。その

後広島港と変ったのであるが、中国四国の海塗交通の中

心地として昔から出入の晶、舶も多く、昭和 8 年 1 月第 2

種港湾になり 、昭和23年 1 月より新たに国際的貿易港に

なった。港の港域総面積は7，840万m
ll
、その内1白地面積

3，6∞万m!l で、その水深は12m乃至18mである。現在13

基の埠頭はあるが小型船用のみで、残念ながら大型船は

泊地で沖荷役する他なかったのである。55年間の長き陸

軍の管理にあったが終戦後解放されたので、ここに理想

的商港としての修築計画を樹立、工事に着手したので・あ

る。計画の主要なものは施設能力は荷役取扱貨物量年

1，150万屯、乗船客 1 日に 25パ削 人を対象に、総事業費

58億11，99万円で、1万屯級埠頭を含む犬計画である。 ま

ず、第一次計画と して施設能力荷役は年に 260 万屯、乗

客一日に12，OOJ 人を対象とする 、給工事費15(;静， 666万円

を以って、 5，( 問屯乃至3，OJ O屯級埠頭 1基、物掲場の築

造並びに港内波書長に主力を注ぎ、対外貿易及び対内輸出

入に応じると共に、瀬戸内海の国際的観光基地港として

の態勢を整備する計画である。本年 5 月末、元軍用機僑

から広島税関支署附近まで、長さ 380m，! 1中へ、 71m突出

し、約 8，∞3 坪の埋立が完成、淡世襲も終り、水深 4 mで、

5∞屯級 市帥自が検付けする岸壁が出来上った。引続き、

鉄道引込線を新たに引込み、 1 万屯岸壁を海中に、長さ

170m巾10mのものをニゥ所築造する。岸壁には起重機

等も設備して、工費 2 億 5，( 削 万円の予算が決定次第着

手の予定で、附近の海底の調査を進めている。其他将来

ヨットハーパ ーの新設も計画されていると云うことであ

る。
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太 田 川 放 水 路 工 事

太田 )11の水源は、広島、山口 、島根の県境に鋒える 、

中国連峰海抜 1，3∞m の隆起より流れ出る 、安芸の国の

中央の高原を過ぎり 、河口のデノレタ{ には、面積 7，750

ｫｭ ｾ＠ (3，6∞町歩〉人口 40万 (戦前人口〉の広島市を造

ったっ 然 して、太田川は広島市民の水道となり 、 折 崎

1， 618km! l 港紙となり、苔々の生活の摂源 となり、慈母

となっている 。 この太田川が時には忽って水魔となっ

た3 広島の洪水の歴史は、その古は判明せぬが、記録に

残る最初のものは、弘仁 4 年で以後今日までに犬小田図

に及び、最も大きいものは承応元年 8 月2 日の大洪水で

ある 。これに次ぐ大きいものに大正 8 年 7 月1 日の大洪

水で、太田川| 改修計画の直接原因となったものである。

次に広島洪水にまつわる佳談がある 。元京J 5 年の大洪水

のとき、白島町神田橋堤防が危険となり 、水勢は議々猛

烈となって 、広島城も危くなった、附近の町民は、これを

様墾しようとするが、水勢猛烈で、根空きがなかなか出来

ない、人柱を湿めて桜じことを当時の城主福島則公に言

ょ したが許されない、則公白から秘械の名剣八割兵を箱に

納めて、荒れくるう川に沈めた、今 まで怒古書さかまく水

魔も 、いつしか静まり堤防を修築したという惑である。

今に筏る八剣大明仰の小制は、 この剣霊を紀ったもので

ある 。叉、さきに述べた大正 S 年 7 月1 8 の大洪水は上

流から押寄せる材木は、本目生矯一元安橋一新宿を破援 し

て、当時新式を誇った新宿に流木は山のように堆積 して

今にも岡崎を夜す水勢でゐる 、 この時工兵隊を出動して

堤防に警戒に当らしめた、命令を受けた工兵隊は、漂流

物に石油を注いで焼却して、辛じて破壊を免れたと云う

ことであるが誠に機管に富んだ方法であると感嘆に堪え

ないことで・ある 。太田川放水路工事は 、昭和 7 年度から

15年継続事業と して着工されたが、第二次大戦のため一

時中止となった。昭釆:121年度から再び工事は笑施さ れた

この工事は国の直結工事で現在中 ・凶建設局の下にある

太田 ) 11工事事務所で施工されてし、る 。給工事裁は601意で

その内放水路に約 40億、 上流可部町から市内牛固まで

18. 6kmの両岸堤防の強化に約2 0{，意で、県市が合せてこ

の% の額を負担することになっている。 この工事の目的

は、市内各派)11の水位を安定して洪水のと きには、河水

を安全に流下させ、広島市を水響力、ら完全に守ろう とす

るので、ぎた広島港は毎年流出土砂多量に堆積 して淡淡

を要するので、 これ らの水運の利用価値を上げると共に

産業の発展に資する目的とするものである。この工事の

構想は、太田 )11の平時の流量、牛田F付近で毎秒150m
8

だ

が、昭和18年の大水の際は、毎秒6，(問 m
8

もの71'<.が押 し

だ した、これを一応目安として毎秒6，7'∞ m
3
の流水量に

耐えるように設計 した ものである新設の放水路に 4，α氾

m
8
、本流に 2，( 削m8

を流す予定である。こ のため放水

路分岐点には、分7.K穏を設けて水量を常に調節する。放

水路の全長は、9 k mでこの下流 3 k mは、既に開さくず

みである。河幅は約 3∞m でこれに要する土地買収面積

は、 175町歩で河底に没する部落は、祇園町長束 76 戸、

( 家屋移転ずみ〉三篠、打越、三滝など現在移転倒質問

題の対象となるもの 必2 戸で、戦前に土地買収のすんだ

福島町の河底に没する60戸で、ある。掘さくのため掘り出

された土砂は、廃炉I となる福島川と河口附近の理立に使

用する。叉立退者の一部を収容する代替地に充てられる。

また、これら立退者のためには吉島! 日飛行場跡約15万坪

カ報当てられている。また放水路に架けられる橋は道路

橋梁 5 、電車欽矯 3 の予定である。現在の工事の進捗状

況は30% で、前〔図町長東部務の度防及び川床の第一期工

事は完了し三篠地区の立返を まって、新庄附近から姻さ

くにとりかかる態勢にある。工事が完成による恩恵は、

田1，200町歩、畑 1，500町歩、住宅 9 万戸、道路 4∞k m、

鉄道 4政 m が、それぞれ冠水をまぬかれ年間の7. K蜜平均

16億円が浮く ほか、米の憎収 5，8∞ 万石ある、 これら土

地と住宅を失う人のためには、吉島町旧飛行場15万坪の

立替地と 、住宅倒去の{ 反以容所として、庚午町に82戸を

建設した、この工事実施をJ佳i隼するため太田 )11対策本部

を広島市に置き、浜井市長が部長となって、総務、補償

土地、住宅移転の 5 j部の機構を造り 、強力に推進中であ

る。

下 水 道

元稼元年長量臣秀吉は、九州からの帰途、広島域に立寄

って天主に登り 、市内を見渡し毛利輝元に「広島は河が

多く水攻めにすれば、この域は容易に陥し入れること が

出来るだろう 」 と云った( 中国新聞〉秀吉心の内で、過

ぐる天王10年 6 月備中国高松城を攻閉 した とき、足 守

川を様き止め、折からの梅雨を利用 して、域外 188 町 歩

のi也を紗? をなる大湖沼と 化し、 遂に務城せしめた、この

時敵将消7. K 宗春一族以下忠死を遂げて、後代にその名を

残したが、秀吉その時のh'"' 攻のことを思いながら輝元に

話したことであろう 。秀吉が一目で喝破した如く 、広 島

の土地は満潮時の海水及びMI遁より低位にあること市街

地の六割に当り 、高い護岸、堤防を築いて辛うじて、?可

海の水の浸入を防いでいる状態、である 。従って、低湿地

が多く昇潮時に降雨が続けば、たち まち市内数ケ所は家

屋に深水する。平和者jl 市を評傍す る本市にとって下水道

は、衛生上最も重要で、緊急に整備を必要とする もので

ある 。かように本市の下水道は、特異な地勢のため我国

でもその歴史は最も古い、明治33年に事業の計画にかか

り、明治41年 3 月より着工 し、 大正 5 年 5 月に竣功 した

ものである。 これが主体となって、その後若干の増設を

ｮｉ ｉｬ ｈ ｉｬｉｬ ｉｉｉｕｉｉ ｉｉ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ Ｚｕ ｉｉ ｕ ｉｕｉｉｉｉｉｉｉ ｉｉＡ ｉｉ ｉＱ ｉ ｉＱｉＱｉＱＱｉＱ ｉｉ ｉＱ ｉｕ ｉｉＡ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＺＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱ “ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “川 ＱＱＱＱ 刊 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ “刷 ＱｉｉｉｉｉＧｉｉｉｉｉｵｲ 刊 ＱＱＱＱ “ ｉｉｉｉｉｉｉｉｾ
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見たが、それは市の中心訴に過ぎない、外周地手持は殆ど

在来の開渠のままで、下水が常に停滞して極めて不潔で

ゐる 。 また、排水ポンプは能力充分でなく 、雨水、汚水

が停滞して逆流する現状である。区劉整理によって在来

の下水管の大半は、敷設替えを必要とする。将来生活用

汚水、工 業 用 動Jくは、かなりの噌加が予測せられるので

この際全面的に排水計画を樹て、衛生都市にふさわしい

ものに計画 している。 この計画は、総工費32億円と云う

' : ; tt大なる費用を要する。 その計画は、計・函人口 40万を以

て排水人口とし、汚水量 1 日1 人3501、雨水量は、 1 時

間 4 5 mmとして、 計算されたものによると 、 排水面積

3，4∞ha、下水管渠延長352，f削 m排水ポ γ プ 15ヶ所( 排

水能力毎秒約 63，( 別m
8

) 下水処理場 6 ヶ所( 処理能力 1

日最大140，<削m
8
で、昭和27年度に於ける工事の進捗の

状況は、管渠の新設30%排水ポシプ場の新設 2 ヶ所と云

う進捗率で、前途結たんたるもので、貧乏都市の情なさ

を如実に物語っている。

建 築 行 政

広島市への建築行政移譲は、昭和27

年 2 月29 日広島市告示第 9 号を以て、

基準法第 6 条第 1 項の規定によって、

建築主惑を鐙き、確認に関する事務を

4 月1 日から開始することを、広島市

に影響を与えたことは云う までもない。話の本筋ではな

いが、都市計画に関係があるから S . A ジャー ピー少佐

のことについて蝕れてみたいと思う 、少佐は昭本l22年 9

月2 日か ら、昭和27年 5 月10 日まで、広島市の願問と し

て就任 し、 復興主主業言ii ' i i ! l i を指導して、幾多の議事業を残 し

た人で‘ ある。少佐は GHQ司令部付技術将校で建築家で

ある。 i豪州、|シド ーニー大学の教授もした経歴もあって、

年砲は55，6才位に見える 、風絡は堂々たるものである 3

事務に黙心な人で執務中は、絶対に話しはしないと云う

人で・あった。建築家では; ! o るが、都市計画にも相当なwj

蓄を持っていた。 r都市の道路は曲線が最も良い、直線

道路は過去の遺物であってその理由は、平和なときと戦

争のと きが考えられる。平和なと きには、自動車の事故

が少い事だ、これは統計の上にも 現に表われている 、幽

線、スピード、 運転、通行人との凶の関連に対する安全

性は、心理学的な現象であるら しい、戦争のとき爆風に

避けられる率は、甚だ大きい等の利点

がおる。 これからの都市の道路には、

曲線道路に切替えるべきだ」 と説いた

また、道路の幅員を広くすることは、

都市計画家の等しく唱える所であるが

彼もまた強硬なる意見をはいた、英{也

市内のポ ー リγ グの資本ヰを蒐集 したり

数えれば数かまりがないc 昭和2 3年の

ZL3t 32: ; ょ; 均時騨ぷ務理思??; ; : 虫記号; ; ム; ; ;

を行うことになったa 建築指導課の繍私捕事制議v んm快晴ぷぷふ伊制点怒る 7・ 少佐の部屋に行って見ると 、市長

防火帯( 広島市本通〉に国庫の稿、幼 円 台

成人員は最初の案は、24名の予定であ と住宅金融公庫の融資で建った商広 以下ずらりっと復興局関係の各課長も

ったが、財政等の都合もあって14名で 設 計 広 島 住 宅 公 社 いる 「あちらに見える木造の大きい建

発足することになった。基準法公布さ 施工 日本プロツグ株式会社 築はなんでありますか ? J と云うので

れてから満 2 年自に逸早く発足したことについて、広島 ある。筆者もトツサのことなので、返答にまごついてい

の場合は色々と特種な事情がある。先ず第ーに掲げねば る、他の課長も「さあ何んだろうかJ 位のことで、確実

ならぬことは、広島に平和記念都市建設法が、昭和24年 なことを知っているものは、 1 人もいないのである。市

5 月10 日衆参両院を通過し、全国でも始めての憲法第95

条の特別法が可決せられたことによるもので、 これによ

って都市計画にも色均と影響する所は大きいが、平和都

市を表象するような建築をするには、建築の行政も市に

移管をすべきで、区劉整理と相まって実施が望ましいこ

とで、ある 。 と云うのも最もな事である 。次に移管を促進

したものに、ずっと以前から深い;恨があった。それは市

の復興阪聞のS. A ジヤ { ピー少佐の就任以来の持論であ

るところの建築行政移管説である。 i都市の建設は、行

政の交任者である市長が、白ら建築行政を執行すること

である 。J r私( ' 1，広島市がより良い都市を造るためには

G H Qなり建設省に街願いして広島市長に、 建築の行政

をもつように努力することが、今後の私の任務である」

とまで断言して努力した。この事が、市長並に市の幹部

長は、 「突は建築の行政権は、県が持っているので何が

何処に建つのか市の方へは、届出もないから半il らないの

である 」 と答えると「市長が、市内の建築を知らないと

云うことは、行政上遺憾なことである 」 これが動機とな

って少佐が、昏業行政の市移管の問題を市の幹部に吹き

込むし、市長もまた真剣に考えるようになった。少佐は

機会ある度に GHQ等に連動をしたと云うことである。

建築指導課が設置されてから一年余、建築の確認したも

の 5，341 件で、その内最も特筆すべきことは、防火建築

帯の建築を縫進したことである。

広島市の防火稽は、延長 7，230mで、 その面積は、

79，530m! l で・ある。昭来'(27年度で完成したもの 5 棟で、

鉄筋コ γ グロ ー ト造 2 棟一コ γ グリ ー ト7' ロック造3 糠

である。
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建築基準法公布されて、満 3 年数ヶ月を経過した今日 たことは広島県建築部の絶大なる指導と協力によるもの

市町村に移譲されたのは、ほんの数市を数えるのみであ であることをつけ加えておく 。

る。法の公布せられたときには、すぐにも市町村に建築

主事が設置されるような話で‘おった。当局としてもそれ

を希望していたように、吾々は受取ったので、あったが、

それは私の早合点かも知れぬが、政府はその当時、人口

15万以上の都市33都市には、突施する目的であると云わ

れた事は間違ないと信じている。それにも拘らず満 3 年

たった此頃は、建築行政移管のことは聞かなくなった、

一体、建築基準法第 4 条は、 どうなったのであろうかと

疑問をいだかずには居られない。手っ取り早く突施した

市は、聞の抜けたようで 「あいた百が塞がらない」ので

はないだろうか ? 30年に渡る 中央行政が、一足飛びに

地方行政へと移ったことは、らまりにも 大深践であった

ことは、世人の認むるところであるが、i持3 正予を過ぎた

今日、大都市が未だに二の足を踏んで居ることは、何故

であろうか? 夜、は理解 iこ

苦 しむものである。各県各

市とも 巴々事{育はあるこ と

と能祭せ られるが、30年に

頁る主長i込L

学 校

原爆当時母のふところで、乳房を撮っていた赤ん坊も

すくすくと大きくなって、この奉にはもう 3 年生になっ

た、焼けた煉瓦を積んで、その上に板を並べた机、詰まは

硝子がなく て紙を張り 、雨の降る日は傘をさして勉強し

た、パラッグ校舎も今は殆どなくなって、鉄筋 コγ グリ

ート の新校舎がどんどん建ち、見違える程学校も立派に

なった。本市の学制改革前には、官会私立の大学、高等

専門学校は10校を数え、教育都市として中毘地方の教育

文化の中心であったc なかでも文理科大学( 主全国でも知

られていた。現在広島大学・を始め、私立大学 2 校、学生

5，0∞ 名と云われ、 高等学校公弘立合せて21校、生徒16，

α)() 名で、公"fJ &_中学合せて 26校、生徒 16，ooJ 名、小学

さえ、 問是援重の0沼呂 り』易るい、 建

築行政が市に移譲 した ら、

県の場合と違って色々臨時

は変ってくるか ら行政の運

用はう まく行くだろう か ?

甚だも って危喰千万なこと

であると 、取越苦労をした

J向きも! ! H 聞々いたことであ

った 「生むは案ずるより 易

翁時 Ｂ唱奇喝ＮＮＮＮｾ甑‘

校34校39，∞D名であ る。毎年

i曽却する 中小学校の生徒の急

激なi曾加:ょ 3，EOO人の小学生

と、1，7∞ 人の 中学生を持っ

た広島市は新設小学校 2 校、

新設中学校 1 校合必要とする

が、この精力付ー る生徒の I1 Z谷

は、在来の小学校24校中学校

14校、高等学校 3 校に、毎年

憎築をしては今日まで色、坊を

しのいで来たのであったが、

本年度からは中学校 1校を大

手町に新設することになって

着々工事にかかっている。 9

本 }II 小 学 校 ( モ デノレ ス F ーノレ〉

設 計 広島市建設局 営繕採

施 工 株 式 会 社 刑 問 組

しj で心罰するには及ばないと思う 。広島市は突施以来

:5， 341 件 (27年 4 月より 28年 6 月迄〉の確認を取扱った

が、未だ不都合な問題の j留ったことは聞いたことがな

いc 只一つ広島駅前特飲街の問題は、参議員調査団の調

査するところとはなった。けれどもこの問題は、広島の

みに限ったことはない、全国にはその例は幾つもある。

広島市の場合は市に移設されない以前からの問題であっ

た旬以上色々と述べて来ましたが、広島市が逸早く笑施

したから自慢を云う訳ではない、今用に於ても全国の都

市に笑施されているものは、1暗日市以内だと考えている

が、日召菊125年 4 月この法律が公布せられるや 5 大市は、

すみやかに実施するようと 、実施策を作られていた、本

市 等は 5大都市の突を衡序本と して出来たのである。実

施が斯様に遅れる事は、同法の公布当時から色々と 、取

抄汰されたことではあったが、問題は、基準法第 4 条第

1 項及び第 2項にあると思う 、その法的解釈にはふれな

いことにする 。最後に建築行政移設がスムースに行われ

月中には完成する。この学校の計画は 3 ヶ年計画で教室

数45教室、全部鉄筋 コシ タリ{ ト造で・ある。また、小学

校に於ても 2 校を新設する予定であると云われている 3

昭釆凶， 7年度に出来た国泰寺中学、本)11小学校のモデル

スダ { ノレは、その意匠も近代的な感覚をもっ明るい気持

の良い校舎である。広島市の生徒の摺加する理由は、急

激な人 口の憎加によるものではあるが、広島市の特極性

と思われるものは、市内には私立学校 11校、生徒 5，( 別

人は公♀学校の完全な盤備とは反対に校舎一応産築され

ても 、私立学校の経済的な関係もあって、附属施設まで

は完全に行きとどかず、従って公立学校えの転校となる

ものであるが、やむを得ない現象である。戦災後の校舎

難から、 2 部教授で先生も生徒も悩まされて来たが、昭

和27年度の135教室 (4，262坪〉の各学校潜築完成によっ

て、一応 2 部教授は皆無となったことは、 児童のために

喜ばしし、ことである。 この度市の小学校教室に、色彩調

節の心理的効果をねらって、児童の視力の噌進と 、情操
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国鉄広島鉄道管理局二葉の里共同宿舎

設計広島鉄道管理局施設部建築課

施工鉄道建設興業株式会社

着手 昭和27年 8 月 1 日

竣ヱ 昭 和28年 3 月31 日 1 棟延692. 9平 方 米 4棟

若草町市営アパート

施 工 広 島 市 建 設 局 住 宅 諜

l 昭和26年度工事 3 棟 株 式 会 社 戸 田 組

設計 1

1昭和27年度工事 3 棟大之木建設株式会社

のプランも水泡に帰する処となり、多くの人々は焼野原

を豊かにして、学力の向上を図ろうと云う目的で、教室 に燐トタ γ 、焼残りの木材 切れを集めて作った小屋に雨

に色彩調節を施した学校が、出現した。 この学校は市内 震をしのぎ、援会洞窟に不安なる仮寝の夢をまどろむ有

千田小学校に、去る 6 月に完成した校舎で、鉄筋コ γ グ 様であった。待ちに待った越冬住宅もようやく花咲き始

リー ト造 3 階建 ( 9教室〉のものである。その方法l主、 める四月中旬頃 、 ｾらゆる隆絡を打破して作られたもの

校舎の 1階、 2 階、 3 階と 、それぞれ異る色彩感覚の度 である。 しかしながら、 外地よりの引揚者、復員者並び

合を調節して、低学年、高学年と学年に応じて色考を勘 に疎開者の復帰等による人口の噌加は、益々 住宅不足を

策 しており 、ま た天井壁掲示板、副木、窓枠、 ラジオ、 深刻ならしfじたのである 。厚生省による 7 坪の応急的パ

スピ ーヵー、 また同じ壁でも正面と他の三国の墜とは、 ラツダ建築の引傷者住宅も予算資材の商よりその割当も

色彩をかえ光度と光の強さを調節している 。等色彩の化 焼石に水的存在にしか過ぎなかった。これと平行して政

学を応用したもので全国でも茨披県東茨城郡和田小学校 府の地方公共団休を事業主体とする公営住宅の建設は、

に次ぐ 2 番目の試みである 。 当初内は、質よりも量に重点を置き 、簡易住宅の建設か

f主 '‘・
毛=

ら始まり 、年々程度は向上している。広島市の21年度よ

り27年度まで建設した公蛍住宅は、鉄筋 288戸、プロツ

昭和 17，8 年頃の、広島の家屋数は、 89，α氾戸、人口 ク106戸、木造 2，737戸、計 3，131戸で、ゐる。昭和24年旧

364，<別 人を有していたが、 大東亜戦争もようやく 酎・に 住宅営団の住宅氏以 740 戸を加えれば、広島市の管理す

なる頃より全市に渉って、建物疎開を強行し、昭和初年 る住宅は、本年度の建設戸数を加えれば 4，( 削戸を突彼

には64，αゆ戸と減少を見るにいたった。しかしなが ら原 する。

子爆弾度下直前までは、戦争による直接的被害は非常に 官庁民間及び住宅金級公庫の融資による住宅、その他

僅少であったが、昭和20年 8 月6 日世界史上最初の原子 各種住宅の建設戸数の合計は、 6 万戸と准定され、戦前

爆弾が、広島の上空に宮下されるや、瞬時にして全市の に比して9 0 %の復興を示してはいる。戦後当初建築され

9 0 %以上を灰燈と化し、僅か市の周辺部に 6，400戸のそ た簡易住宅の現況で、は、腐朽スラ γ ム化するおそれがあ

れも 3 劉乃至 5 割程度の半援建物が残されたにすまなか る。原子爆弾の被害を受けて、残った市民の家屋も 、当

ったものである。かくて、 8 月15日の終戦を迎えたので・ 時修理を施していないため、現在では使用不能の、状態

あるが、全市建物の90%以上を失った広島市の住宅事情 にあるものも相当あり、一方人口の急激なる閉加は、現

は全国でも稀に見る最悪状態に立ち至り 、家もなくした 在32万人となり 、之に伴い現在なお15パ削戸の住宅不足

市民にとっては、最大の悩みは住宅建設で、あった。政府 を示している。

においてもこれが応急的処置として応急簡易越冬住宅 昭菊J 28年度において、住宅金融公庫の融資額も 国会の

3∞ 戸の建設を急法実施されることになったが、何にし 解散により 、今街決定を凡ぬま まであるが、早晩これも

ろ終戦直後のことではあり 、資材は勿論のこと輸送にし、 決定されることであろう 。本年度広島市が建設する公営

たっては、皆無の状態であり 、労力も叉食糧事情等に よ 住宅の計画戸数は 、 鉄筋 立 ｏ 戸、プロック ＴＲ 戸 、 木造 ｾＴ

り、これ叉他に見られない有様で、切角の簡易越冬住宅 戸が言十画されている。

. 附1I 11It1l 1" " lIIlIlIt ll fJ UIIIIUUIIIII 制 111111。川川川川1111111"剛川" " " “ " 川刷川川河川1111川 1111“ 1111111111剛 山 11'"1111111111舗. . . . n酬 刷1剛 山1111111111111111111川 11111111川 1IIIIII 1II1I IIUIIIIIIIIIIIIU川 川 川/111附附凶川附111111刷 1111111111¥1川11111111川 11削 IMI・
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広島鉄道管理局庁舎

設 計 広島鉄道管理局施設部建築練

施工 鉄道建設興業株式会社

着 工 昭 和26年4月6 日

竣 工 昭 和27年9 月15日

延 9767.  1平方米

最近に竣巧した主なる建築

A  広島鉄道局庁舎

広島鉄道局新庁舎は、市内二梨の翠 (広議駅災J に昭

和26年 4 月着工され、昭和27年 9 月; こ級以] したものであ

る。総エ裂は 2 億 4，( 削 万円、鉄筋 J ンF リート進地下

1 階地上 4 階で、その建築i商積は、主主坪 582 坪、総延坪

は屋上ペシトノ、ウスを含めて 2，981 坪で、外部f上」ニl主務

ネズミ色の人造石仕上である。建物の中央に廊下をとり

左右には、大ノj、の事務室を到し、中国ーを誇るその容姿

は堂々たるもので、緑の二葉山をパッタに3相 1がとれて

突に量産しし、。 この新庁舎の完成によって、管纏局をはじ

め広島地方資材部、中国自動車部など約 1，5"∞ 余名が執

務す ることになった。 これで広島を中心に散復していた

各部は、同庁舎に駿l以され、名実共に中園地方の鉄道セ

ンタ ーとなった。局長室をf ! ijj る39点の調度品は同局のデ

ザインによるもので、家主査なものである。 また地下食堂

の喫茶部の壁には、太田忠画伯の函が、壁画に高さ 3 m

巾 5 mに、田園風景を摘さ極彩色を避けた鮮明色で、函

閣の明るさをねらった力作である。鉄道職員の憩の場所

にふさわしし、。 ( この建物の施工は鉄道建設工業会社で

ある。)

B  広島平和書E念聖堂

広島市の中央部に天を突かんばかり 、互の青空に軍事え

てし、る犠は、内外に話題をまいた広島カトリツグ教会で

ラッサ ーノレ神父の平和と信仰を生涯に打込んだ、広島平

和記念聖堂である。この建物は、H白菊J 25年 8 月6 日着工

せ られたまま 、まるニヶ年になるのであるが、近く竣功

する予定である。霊堂は、鉄筋コ γ タリート造で・工費約

1 億円を要す る。建物の総面積は 715 坪余、会堂は建坪

広島鉄道誉理局庁舎地下喫茶室壁画 3 mx {I m

太 田忠商イ白揮遼

345坪、 軒高地上約60尺、 鐙搭ーは十字架の頂上まで地 上

約182尺、建主平 29坪余、英{也合唱席 ( 中寸潜 40. T1' ) バイ

プオノレガン室 (49坪〉予備室( 中 2 階 7. 5卸余〉 ドー ム

廻廊 (12坪余〉等である。外部は鉱静煉瓦化粧仕上げで

会堂屋根一部は、鉄骨小屋組の上鋼板主主で内障は、花 形

ド{ ムを以て掩い、その頂部には平等院風の鳳恩を飾っ

てある。 この裂堂の基金{工、 ラッサ- / レ神父の平和えの

努力が、遂にロ{ 司法王ピオ 12世に認められ、世界各国

からの義金と 、圏内の符財を集めるもので、 また会堂に

使用するステイ y ドグラス l工、独i短から送られたのはず

っと管のことで、あった。去る 2 月J . 5月到諸式を行った、

鴻が¥.<<1，.

ヰシ主丘一二盈跡調10. . ・ J  

広 島 平 和 記 念 聖 堂

設計 村 野 ・森建築事務所

施工 清水建設株式会社広島支庖

4・.  

.  

"  

句弓

多

号S
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広島市社会保険病院

設 計 暁 建 築 事 務 所

施工 清水建設株式会社

西独ポブム 、フェアイ γ 工業株式会社から、はるばる海

を越えて広島市民に贈られた 4 つの「平和の儲」は、地

上 120 尺の塔の 7 階に釣られる。 4 つの: 浅はそれぞれ直

径が違い、 また聖母マリヤの像と 、 「戦争の礎材 で・あっ

た鉄鋼が、人々に平和を呼び求める J f 8 本 の 使 途J

「ドイツの使途J i初の殉教者」 と一つ一つ刻まれてあ

る。原爆者E市ヒロシマの空に平和の音を、おごそかに響

かすことであろう( 設計は村野 ・森建築事務所、施工は

株式会社清水組広島支活)

C  広島市社会保険病院

広島市基町( l 日練兵場跡〉の| 日本丸域跡の東南に、 3

階建の近代的な建築美を表現したスマ{ トな病院が昨年

3 月に完成した、これは市営の社会保険病院で・ある。こ

の工事は昭和26年度より着手して同27年 3 月に竣功した

ものでゐる。同病院の敷地は 5，4∞ 坪、建築の面積は建

坪609坪、延面績 1，228.坪で、工費は 7，<削万円、鉄筋コ

ンクリート造 3 陪建( 地下室付〉である。 1 階は大体に

於て玄関、事務室、薬局、小児科、内科、外科の各診療

室、レント{ ゲ γ 室、試験室等で、 2 階は限科、耳鼻科

産婦人科、歯科の各診療室と病室で、 3 階は講堂兼図寄

室、院長、医員室及病室になっており 、 病室ペット数

132 ペットである。重病患者の 2 階- 3階への移動には

エレペ{ 夕{ を廃して勾配のゆるやかなスロ{ プにした

点が新しい。引続き 3 階建の病練建坪128. 坪、延4田坪、

指築する予定で目下設計中である。これで 1∞ ペット増

設出来工費は約 3，<別 万円である。増築後は全科を置き

医師看護婦合せて 1∞ 名の犬病院となる。この建物の建

築費は、全額国庫支出であるが、開院に要する医療費、.

器具器械調度品等は市裂によって整備されたものであ

る。この病院の経営は厚生省の指示に基いて市が経営す

るもので、経営に当つては市民の大半を占める社会保険

の被保険者及び被扶養者を初め、一般の市民の診療を優

先的模範的に実施し、社会保険医療の向上と改善をする

目的によるものである。( この建築の設計は腕建設の設

計になるもので・施工は清水建設で、ある〉

込

ゲ

日 本 火 災 海 上

設計 ・縮工材、式会社戸国組

建坪 r;- 5T7- 延坪 377坪

計 画 さ れ て い る も の て 具 体 化 し た 建 築

広島市内: こ建築されるもので、計百中のものは、色々

と聞くが、その主なるものは広島県の新庁舎、広島市の

大集会場、護国神社の再建、仏舎利主蓄の建設等あるが具ー

体化したものは広島県庁舎でらろう 、この庁舎は 3 ヶ年

計画で、建設予定地は市内基町マツカーサ ー道路に沿っ

た広島歪ｾ便局向ｻ切の Ｑ 万坪ｩｊ ｩ 敷地である 。 その構想は鉄

筋コンクリート 4 階建 ( 1 部 5 階) 延坪 8，∞3 坪で、そ

の内訳は本館〈延1，672坪) 両館 (2，J:∞坪〉中央餓 (2，

478坪〉東館 (672坪〉議事堂 ( 3階建延 600s J ' ) 英他委

員会等がF付属し建築費12億程度は必要と見てし、る。回広

島県庁は市の中央部水主町( カコ町) で本)1/ と元安川の

中間にあったがこれも原爆で破壊焼失したものである。

戦後市外向洋の東洋工業株式会社を借上げて使用してい

たが、昭和22年の 4 月頃に現在の地に移転した。今の所

は、陸軍の兵器倣である。現在の建物は、煉瓦造で頑丈

な建物ではあるが、倉庫であるため窓は小さく、従って

採治面積が少なく、室内は尽なお暗く電燈の光で執務し

ている状態である。暖房装置等の設備は勿論なく 、冬は

暖を取るための炭や薪の慢で室内はもうもうとして不縞

生この上もなく 、広島市の多くの宮衛の内では結核患者

の多いことは一番であると聞く。叉、市中心よりあまり

にも東にかたより交通の{ 反最も悪く、県民のひとしく熱

望する所となり、本年の 3 月県会に於て決定されたもの

で為る。 目下建築部に於ては新庁舎の構想を練り 、設計

やら工事執行方法等各県に照会調査中とのことである。

近き将来に於ては、基町の一角に県政の殿堂が築き上げ

られ、堂々たる容姿をららわすことであろう 。
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株 式 会 社 中 国 銀 行

設 計 ・施工 株 式会 社 竹 中 工 務 脂

建 坪 164. 5坪 延 坪 292. 2呼

む す び

むすびと云っても何も替くことはないが、只広島市の

復 興lわり誌で都市主主没者のムいくらあせっても司jJ 仇

都市に{ まならない。市天のほさんもより良き広島市を巡

るために: 工積極的な協力か望み院し、3 最ぬこ吉晴とびして

おきたいことはま奉者はこれを持いて都市建設に対して総

合的な知識が足りないことを知った、 そのために儲の彼

けたようにえにったことを御詑びしたいっ 原爆で 』お討さ

ん 水を下さし、」と泣き叫ぶ乍ら十字裂を背たって死んだ

子供達の実憶を祈りつつこの稿をおくつ ｦ ， ｜￬ｩ 京燥さ ｾＺｉ 待の与

兵を築決して戴いた長阿宅吾先5 t : ; i Y に得難し、写真を提供

して下さった方に左足く v1i司、しと申します。( 筆者 広 島 市

建 設局住宅課〉

平 和 記 念 館 陳 列 室

百世百十 丹 下 健 一

施 工 株 式 会 社 大 林 組

原 爆 慰 霊 碑

設 計 丹 下 健 一

施 工 株 式 会 社 大 林 組
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中 園 地 区 建 築 資 材 メ カ ー

竺竺_ - '

t!: 4合

セ メ γ  ト I IJ 、野田セメ γ トK K

鉄 板

普 通 鋼 材

有 機 ガ ラ ス

断 熱 煉 瓦

昼: 表

石 材

同 Ji 'J 哲工場

日本ー也ノ γ トK K 糸崎工場

宇都興産 K K

徳山哲 i l K K

東洋鋼板 K K

徳 山鉄板K K

革関 製 鉄 K K

三 菱 レ ー ョ ｾ ｋ ｋ 大竹工場

イソライト工業K K 安芸治 工 場

広島県繭製品工業協 同組合

長門石材 株 式会社

所 ;fE 

山 口県ノj 、野田 r! i

岡 山県阿智郡阿哲・同f

広島県三原市 糸崎町ー

山 口県宇部 rti 大字小串

H  徳 山市字徳 山

山口 県徳 山市

山 口県徳 山市

広 島県納 町

広 島県 佐伯郡ノトカー町

広 島県賀茂郡安芸湾問IJ

広 島県 沼限 1111松 永町

山口 県原J史田r

地 電 話

小 野 田 42 

新 凡 37

糸 崎 15

ＱＺｾ 山 Ｑ Ｓ Ｗ

鞠 19 

ノj、プ'J 501 

安 芸 法 69 

松 永 178

l i  



中 園 地 区 建 設 関 係 発 注 機 関

中 国 ・ 四 園 地 方 建 設 局 広島市霞町 Tel 中②2131- 4

局 長 宮田隆一郎 吉弁川事務所長下宮 直

庶 務 部 長 小 坂 学 福 山 11 重 兼 帳 夫

人 募 課 長 大 沼 正一 山 口 11 育初11 晴 ー

庶 務 課 長 阿国 WJ 鳥 取 ρ 平井 主主

会 計 課 長 清 野 義 雄 吉野川 11 松 波 和 彦

厚 生 課 長 高垣 俊三 三 島 ρ 国内 俊

需 品 課 長 島 崎 作 次 重信川 11 本 多 博 明

工 務 官 事 長 小林 真 一 高 知 ρ 東 村 一 郎

工 務 課 長 柏原富士郎 物 部 グ 山崎 博

機 械 課 長 阿曽沼快行 天神川 武 安 啓 三

用 地 課 長 谷口 正 夫 童書伊川 11 淵上 党

企 画 部 長 深 谷 克 己 香 川 11 藤 吉 三 郎

計画検査課長 赤 木 幹 一 那賀川 11 片 桐 一 夫

調 査 課 長 豊 田 栄 一 肱 μ| 11 伊 地知健一

営 繕 音s 長 藤原 巧 i度 }II 11 吉 岡 友 文

計 画 謀 長 中 村 修 平 広島機微 グ 岡沢 裕

建 築 謀 長 村上 1事 広島営繕所長 山崎 |日

置 量 備 課 長 服部治一郎 山口 11 中 村 正 義

監 督 課 長 官F木 栄 岡山 11 藤 野 秀 二

太田川事務所長 吉川吉三 丸亀 11 中原 茂

岡 山 11 富山 理l ヰ公i工 11 真 鍋 常 春

広 島 郵 政 局 広烏市基問j ・5 Tel 中 ① 2101

局 長 安 原 紙 ! 被 計 課 長 畑 巧

E重 築 音s 長 柳 沢 貞 次 施 工 課 長 倉 田 敬 三

管 財 課 長 笠 間 平 一

中 国 電 気 通 信 局 広島市基町 5 T el 中 ① 2101

局 長 小野 「 保 全 課 長 光 島 良一

建 築 郡 長 鈴 木 二 郎 新 営 課 長 寸Jfl 忠義

管 財 課 長 柳井 査

中 国 財 務 局 広島市霞田r T el 中 ② 4731

局 長 森阿謹一郎

広 島 国 税 局 広島市復町 Tel 中 ② 6271

局 長 松 田 文 総 | 営 繕 課 長 槍照一三夫

日 本 専 売 公 社 広 島 地 方 局

広島市皆実町二丁目 T el 中 ① 2291

局 長 吉 漸 時 次 | 営 繕 課 長 虫 本 勝 美

第 六 管 区 海 上 保 安 本 部

広島市宇品田J 友有 1 呑地 Tel 中 ① 2431

ｾ郡 長 松行 利 息 11経 理 課 長 f中 野 周 蔵

18 

厚 生 省 申 国 医 務 出 頭 所

広島市宇品開十一丁目 1、el 中 ② 5951

所 長 藤 井 義明

広 島 地 方 裁 判 所 広島市基町一番地 Tel 中 ① 2411

会 計 課 長 吉本 忠男

女 部 省 教 育 施 設 郡 広 島 工 事 事 務 所

広島市千田町大学構内 Tel 中 ①

所 長 窪国 芳 市

広 島 鉄 道 管 理 局 広島市大須賀町ー Tel 中 ① 1570

局 長 磯 崎 叡 | 施 般 部 長 桜 井 豊 三

広 島 県 庁 広島市種田J Tel 中 ① 6421

知 事 大原 1孝夫 道 路 課 長 桜井敬二郎

E量 築 部 長 諌 早 信 夫 河 川 課 長 松 尾 博 茂

建 築 課 長 曽 根 回 彰 港 湾 課 長 河村 繁

営 繕 課 長 古 林 義 教 砂 防 課 長 坂 田 静 雄

土 木 部 長 大野合l J }J 計 画 課 長 奥 田 教 領

監 理 課 長 井手ヒ松夫

、 一 … …

山 口 県 斤 山口市大字上宇野令 T e 1 950- 962

建 般 局 長 永 井 重 雄 住 宅 課 長 岩 崎 文 男

建 築 部 長 今1ft m毅 建 築 課 長 上 野 誠 飢

… … J  

岡 山 県 庁 間山市と伊. ，需 Tel  6671- 6679 

土 木 部 長 森 四郎 ｼ 県庁舎ｻｾ輿
| 工事事務涜長 佐々木嘉武

建 築 課 長 大林 武 |

岡 山 鉄 道 管 理 局

局 長 ! 施 設 部 長 美 桜 美 利

… … 一一一，… …

島 槙 県 庁
松江市殿町 T el 438- 440 

土 木 部 長 有 馬 博 雄 |建 築 課 長 三島 美 雄

一 … 一 一 一 一 一 … 一

鳥 取 県 庁 鳥取市来町 Tel 300 

土 木 部 長 鬼 九 忠 男 l 建 築 課 長 /j 、JI/ 一主主

大 会 株 合 防 耐

阪 社 式 理 錆 震

也市北 的 J君主M 

話 奥 ェ 耐

場 区 村・ 法 全 火

品 木 重

一四皆 兵 賢 中 軽

0 一三 衛 任 空 量

番 番 地 底 ェ 音 色 ・ 御|骨 |骨 井



日 本

建 築 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

構 進

階 数

軒 高

i家 さ

着 工

兵 庫 |  

屋上 えの廻 り階段

真 珠

必b

:::D;; 

館 東

設計・監理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

概 要

神戸 市生同区東町 122番地

222.  7呼

主主坪113. 07坪 延長手539. 071W 他 にエリヤ ・パノレコニ ー等 05. 07呼

鉄筋コンクリート造

地 下 1 階 地 と 4 階 塔 室 付

地盤面上16. 8m 最 高 部19. 3m 

池骨盤面下4. 7m

昭和26年 12 月30 日 竣 エ 昭和27年 11 月24 日

南

面

面



t 階

1階 坪 数 113.07坪

1.  玄 関 6. 事 務 室

2  ロ ピ ー 7. 応 接 室

3.  受 付 8 喫 茶 室

4. 管 理 人 室 9. 使 所

5. 真珠検査室

ロ ビ ー

真珠交換室 (4階〉



建 築 地

敷地面積

建築面積

延 面 積

主体構造

階 数

神 戸 銀 行 本 庖

概 要

設計・監理 日建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

神戸市生回区浪花町 56- 57呑 地

845. 84坪

新館427. 69呼! 日館237. 00坪 合 計664. 69坪

新館2，092. 11坪 旧 館1，204. 26坪 合 計3，296. 37坪

銅筋コ γ グリ { ト進( 4 階大集会室は鋼骨銅筋コングリート進〉

地 上 6 階 塔 屋 付 地 下 1 階

軒 高 21. 250米 最 高 部 軒 高 28. 980米

建築工期 起 工 昭 和2G年 11 月 竣 工 昭 和28年 6 月

外 観



大集会場 ( 4階〉

1 階 平 面 図 説 明

⑦ 
1.  2住 T貿

ｾｾ｜ＮＮＮＮｩＮＮＮＮＮＡＮＮＮ ｉｾ ・

“。・
営 重主 室

3. 金 庫 室

4.  部 長 室

5.  応 接 室

6.  苦t 薗 ・ 使 所

7.  守 衛 室

8.  信託及公金都営業室

9.  自 動 E巨 斑

間 王 町。<' 27. 6910 間 前 ( 237. 00' T-】



施

丘

階 平 面 図

エ

殿 計 監 理 株 式 会 社 安 井 建 築 殴 計 . 務 所

建 築 工 事 清 水 建 殴 株 式 会 社

電 気 工 事 工 藤 低 気 株 式 会 社

衛 生 援 冷 房 工 事 須 賀 工 業 株 式 会 社

葬 降 機 工 事 東 洋 オ ーチス

エレーベ { ター株式会社

瓦 斯 工 事 大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

保 護 金 庫 室 扉 工 事 富 士 精 工 株 式 会 社

金 庫 室 扉 工 事 合資 会社安全金庫製作所

寡 具 装 飾 工 事 株 式 会 社 大 丸

株 式 会 社 高 島 屋

神戸船舶裟備株式会社

大阪船舶技術株式会社

株 式 会 社 清 水 製 作 所

株式会社 三上工作 所

株式会社 サーブノレ商会

今塁木ヱ株式会社

イ主江織特株式会社

照明器具製作工事 東京電灯器具株式会社

大光也機株式会社

三藤電機株式会社

明和電機株式会社

ネ オ ン 工 事 合 資 会 社 大 明 社

庫

北側外観

相 互 銀 ZT 

建物位置 神戸市生田区三宮町 1 丁 目 65呑 地

敷 地 面 積 294. 45呼

建 物 面 積 237. 27坪

地 階 268，596士平

1 階 237，272筑L

2 階 232，885坪

3 階 11 

4 階 11 

5 階 11 

6  階 I! 

塔 屋 27，100坪

エレベーター機械室 4，750坪

昔T 1，702，143坪

起 エ 昭和27年 1 月10 日

竣 エ 昭和28年 3 月末 日



2 階 平 面 図 6 階 平 面 図

平 面 図 説 明

1  階 A 営業室 B 客滑り C 金庫室 D 応 接 室 ｅ エ レペ ｾ Ｚ＼ ｾ＠ F  /J 、使室 G ガ レーヂ

H 玄 関 I  ピノレ玄関

2  階 A 社 長 室 B.  D.  H .  1 応 接 室 C.  E 秘 書 室 F 秘 密室 G 事 務 室 J 会議室

6  階 A 兵庫不動産K K貸 室 (88. 3坪) B 兵銀ホ ーノレ C 同控室 D 同喫煙室

工 事 概 要 ( 6階 ) 兵銀ホ ール

構 造 総 鉄 筋 混 凝 土 進 ( 金 庫 室 ) 床、段、天井共特殊復 建 物 仕 上

筋組鉄筋混 i炭土造 外 部 北及び南面は腰北木産花嗣石小叩仕上、北

階 数 地 下 1 階、地上六階建塔屋附 面 銀行 玄関廻は能勢産黒緑色花尚石水勝、 彫刻j 入

軒 高 25米 f塔 屋最高部 高29. 06米) rプロシヂ γ グナイトド ア - J 装備、南面ピノレ玄

用 途 地 階 機 械 室 、 電気 室、金庫室、宿直室、行 員 食 関廻は北木ift_花尚石水府仕上、上部皇室は特殊「テ

堂、外来食堂、理白書皇室、その他 ラ コツ タタイノレ」貼、 一部モノレタノレ掻 落仕上、 窓

1. 2. 3階 兵 庫 相互銀行本盾 の東西側は 「フューズ式スチ ーノレシ 守 ツター J -

4. 5. 6階 兵 庫 不 動産株式会祉貸室 階は 「電動式スチ ーノレシ ャツ ター」

6 階 ホ ー ル



建物仕上 内1i 11仕こと一般床「リノ

M ューム」貼、巾木「テラゾオプロ

ッタ 」天井、E置はプラスタ ーペシキ

塗、客溜、 ー社長室、社長応接室壁面

はヰ卜7 J < . 塩地プライウッドバネル、兵

銀ホ_ ) t ，膝塩池プライウッドバネル

グリヤラッカ ー仕 上、丞 役 室、営 業

室は腹フレキシプルベニヤ貼、 グリ

ヤ ラッカー仕上、会議室は腰壁紙貼

上記" * 室床は P ノタイノレ模様貼、写生

稿、 玄関広間、廊下床は来織目地入

テラゾオ研向、 m. 除スグリーシ燐鋼

板ラッカー仕上、営業室カウシター

及び腰並びに室内ｾＡｬｬ立柱は大理石貼

南玄関広間壁はテラゾオプロッタ貼

1 階金庫室及び地階保管金庫室 lこは

各モ スラー型銅製勝扉を取付 け

殴倫工事概要

電気殴備 ｾＧＱｉｴ室受電電圧 Ｓ ， ＳＰＰ ｖ

受電設備容量t 2 4 0 K V A  

自家発電 3，300V 設備容郊 6 0 K V A

電 灯 後 光 灯 445灯白熱' i ! l ; 灯 80灯

スピーカ. - 22 ケ

電 気 時 計 親 時 計 1  子 時 計 38 ケ '

電 話 対 自 動 共 憶 式 4 座席 110回線

火災報知器 受信機 1  発 信 機 7  

衛生殴倫 上水給水設備

揚7) <ポ γ 7・ 2" x  7}{ IP 2 碁

市7 ) < 受水槽 1. 8  x  1. 8  x  1. S  1 幕

屋上上水槽 1. 8  x  2. 7  x  1.  8  1  ;1喜

弁水給水設備

ポア永- } レボ γ 7・ 3!} x  101干 1 基

( 3，000石/日〉

揚 水 ポ ン プ タ χ 7}{ I P 2 基

屋上 5件水槽 1. 8  x  2. 7  x  1. 8  1  i毒

消 火 設 備

消火ポ γ 7・ 2}{ "  x  15T.P  1 基

消 火 稔 ( 各 階 ) 15 ケ所

サイヤミ ー ズコ γ ネタシ g γ 2 ケ所

冷憾房殴備 投- v m筒所

1 階企部7 J < . ぴ地階 2 階の 1 部

冷凍繊 4 0 T  x  60I P 1 基

ウォータ - Ct ーラ - 430宇x 3，000 1 基

凝結用水ポ γ フ・ 2}{ "  x  5I P 1 基

循環用水ポ γ フ・ 2}{!'  x  5I P 1 基

玲t愛用送風機 N o  2 x } { J干 1 基

温 水1Jn熱 務 400中x 750 1 基

J レームグ ー ラー 20組

直接媛房股備 設 備 筒 所 冷 媛 房 以 外 の 各 室

セグジョナノレボイラー S - 5 M- 10 2 基

自動給炭器「米花式) 2 基

スチームヘッダー 100中 x 1， 900 1 組

レタ ー γ へツ 。ダ - 100中 x 750 1 是E

放熱器 5 最且柱 x 650粍 75組

事臭気殴倫 設 備 箭 所 地 下 室、6階 兵 銀 ホ ーノレ

排風機 N o  G  7} { I P 1 基

送 風 機 N o  4  3I P 1 基

塵芥焼却徴備 塵芥焼却炉( 地階) 1 基

ダストホッパ- ( 飽芥投入口) 1階以上各階

昇降機殴倫 翠l 式 東 洋 オ ー チ ス シ y グノレラッフ

トラグシ g ンギ ヤー ドヨ辺

穏 類 扉 自 動 開 閉 袋 置 付 客 用 昇 防 機

積載能力 2，000封 /f!L

速 度 3509尺/ 分 ( 可変速 度〉

営 業 安

2 陪 役 員 室

2 階 社 長 応 接 室



神 戸 市 の 今 昔

( 明 治 大 正 昭 和)

神戸市の今昔と云っても古き昔の事でなく朋治 ・大正

・昭和に亘り私が実際に見聞きした神戸市の変遷につい

て二三述べたいと思う 。

1.  明治時代

①私が第四師団経埋部に陸軍技師として在職時代

に仕えた当時の師団長の 1 人一戸大将が、後年明

治神宮々司をして居られた際、同神宮社務所にお

訪ねして久しぶりに色々大将の衛問を聞いたが、

私が神戸に居る事を話すと、大将 の話に、朋治10

年西南戦争西郷隆盛征討の為め鹿児島に出征する

当時大将は少尉であったが、神戸の f アメリカ 、

ハ トパJ と云う 所から船出した、そこにはよしず

強の庖舗が並び外国品など当時余り見ない珍らし

い色々の名物を売って居たが英中の一つの庖に時

計ーを売って居たので話を聞くと= 豆墜使であるから

懐中時計を 1 個 i '{¥' 、求めた。英の大きさは、直径

約 2 寸余りであったそうだから、細分大きな懐中

時計である。その時、附近の困畑や野原の方を眺

めると、七八丁自の方に小さし、小屋が建って肘る

ので、あれは何かと伺いた処あれは楠公さんだと

の運転だ、船出にはまだ時間があるので、畔道伝い

に崎公さんにお詣りして来たと云う話である。之

によ って当時の神戸市がどんなものでらったかが

附ぽ想像される事と思う 。

@  それから25年後明治34，5年頃、私が第三高等学

校に在学、野球部の選手をして居た頃、神戸外人

のグリケット倶楽部チームとの試合変渉の為神戸

に行った時に、帰りの汽車に乗り遮れ、可ネジヤ

{ のアトキユソ氏の宅に一泊、翌日神戸の町を歩

いて西須磨に行く途当時の湊)11は天井川だったの

で、その下を透 る小さな隊道を通り、土境に上っ

て、附近の野原や田畑と須J撃の浦を眺めた事を記

憶して居る。神戸港も頗る平凡で、今日の如き大

突 堤も見られず、碇泊の ｾ｢ Ｇｦｩｬ自も少なかった 。 今日

の;辰も賑かな新開地の街も、田野の聞を走るささ

やかな湊川の流域に過ぎなかったのであった。明

治10年 ( 76年前) 25年後の当時 (51年前〉と今日

の状況を比較想像すると感慨深いものがある。

::2.  大正・昭和湾代

大正 8 年に都市計図法及市街地建築法が施行せられ

て、私は大阪の陸軍から兵庫県の都市計画地方委員

置 塩

コ主二

王手L

会主主師兼兵庫県技師に転任し、神戸の都市計画、建

築行政、営繕の仕事等に従事する事にな り、 親 しく

神戸市の状況を調査研究する業務に関与する事にな

った。翌年 6 月欧米規察に第四突堤( 当時は炎堤は

第四迄でゐった〉から凶発一ヶ年の後に帰朝後昭和

3 年退官迄約 9 年聞を勤務し、今日備神戸に在住、

同様の仕事にたずさわっている。当時の神戸は人口

約70万でらった。航海途中、東洋に於ける英国海峡

殖民地の海港都市に接して、その容: 習を見たが、我

がtql 戸市は之等に対して、決して遜色はないと患っ

た。唯西富士及米国の海港都市に比べては、筒規模、

施設の改良完備を憂する点も相当ある様に思った。

大正から昭和にかけて都市計画が着々進行するに

つれて、建築物についても、耐火建築が改善せられ

んとした際、会荷阿支事変が起 り、続いて第二次世

界戦争に入り、昭和20年 8 月15日の終戦直前に神戸

市の中心部から東西の広l A 績に亘ワ、一時殆ど焼野

原と化し、恰も明治初年の僚た状況を想わせるもの

があった。その後遂次建設が行われたが、多くは応

急の仮建築であった。f J l し掛丘漸く本建築が復興せ

られ、防火地帯建築補即凡あり 、追々耐火建築が神

戸市街を飾る様になる萄: と思う。神戸市にはまだ都

市発展上重要な問題が前途に横たわって居る。且日ち

港湾施設の発展改良、高速度交通機関の都心部集中

計画、東西旧キャ : . --7・跡の市街計図、背山緑地の開

発等急速に我々の研究考察すべきものがある。

朋治維新以来、外国との交渉を続けて漸く発展し

つつあった神戸市も 、戦禍に依り媛滅に近い打撃を

受け、我々は奮励努力新らしき神戸の建設に溢進し

て居るのであるが、新建築が出来るにつけても 、明

治初年のBr調洋館が殆ど影を止めなくなった苓状、

歴史的に一保の淋しさを感ずることはいなめなし、。

我々建築家は、いつも社会の尖端を行く。社会百般の

事業も、其の最初の仕事は、我々が受持つのである。家

なくして都市は生れなし、。工場を建て ts:. いでは生産は望

めない。建物なくしては何事も出来ないのである。 此の

戦業分野にたずさわる我々は、最も誇りを感ずると同時

に叉重い責任を感ずるのである。共に相携えて、建築家

としての任務を果すべく奮励努力したいと思う。

( 筆者、置塩建築事務所々 一長)
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作品は作者の性絡を表わす、作品を見ればその作者の

人柄を知る事が出来る。偽る事: の出来ない作者の個性を

その作品に生みつけて居る 、我等は家を作ると云う 、此

の作品に我等個々の性給、品性、思想をどこかに植え付

けて居る。

作品とはただに我等の事業上叉は職業上の作品のみで

はない 、 日常の行動言語も亦同じ作品の続編で‘ ある。

世の中は作品のやり取りだと云えると思うが、

ｾ処ではある作品を 以て集 り、之を交換嘆美するであ

ろうし、或場所では之と逢った作品を以て集い愁嘆して

居るかも知れぬ。

作品の価値は作者の個性によって定まり 、そしてその

生命も亦作者の品性によって定まる。作品こそは作者の

紛う方なき形見で、ある。

( 二〉

人聞は日々行動( 作品) する 、行動 (作品〉は思想の

子である。そ してその行動は個人のそれであると同時に

世界の行動である。ここに至って単に自己の行動だと患

った事: が世界の動きで・ある。

作品( 行動) として一旦生み落せば、も早その作品[ 土

自分のものでなく 、それ自身独立性を有 して逆に作者を

規定する。

我々は家を作るとして一旦作り了えて我々の手を離れ

るとその造った家から規定される。恰も法律家が自分の

作った法律にしばられて刑を受けるも同様である 。

にも拘らず人間は日々行動を止める訳には行かぬ。行

動b! Pち創造ならば創造こそは突に人聞の本質であり生命

である。

人聞を除く他の如何なる高等動物でも明日を考えて、

行動するものはない、鍛えば食い、追われば走つ日も明

日に備えて家を作り、雨を考えて屋恨を覆い、寒暑ーを慮

って援冷房を作らない、人間広明日を考えに入れて行動

する c 時間的て・あって過去より未来へと進展して止まな

し、。

バスカノレは人聞を「考える葦」だと云った、東から大

風が吹けば西へ倒れる 、南より吹けば北へひしがれる 、

誠に頼りない弱そうに見える葦が出; 界にはびこり拡って

松 浦 郎勇 太

行くのは 「考えて作る葦 j で明日を考えて作品するから

に他ならなし、。

( 三〉

私の青年時代迄の太陽系宇宙の最端遊星は海王星でし

た。時経て豆常時、今の最端星は冥王星だと聞かされ驚か

された。 G冥王星は1930年 3 月13 日天王星発見後 129 年

自の奇しくも同じ日に発見されたものです。〕

さて此新発見冥王星が太陽との距離は59億粁で太陽か

らの光線が此の星に達するには 1 分間に地球を 7 廻半す

る速度で 5 時間と 20分かかると云う事である。

これで一先ず太陽系宇宙の会家族が揃うたと云うので

らります。

さて夏になると 、空に( 工銀河と称する天の川が現れま

す、銀河の星は皆太陽と同禄に発注する恒星で台 h 巨大

な宇宙を持って居るものですが、こうした星が大約三百

億あると云う事です、云L 、かえれば太陽系の様な宇宙が，

此のプミ宇宙の中に三百億ある事になります。

之れを作品として見る時( 主随分巨大にして精巧な作品

だと云わねばならぬ。

主党る者は之れは人間の智慧を絶した作品だから批評の

限りでないと云うか も知れぬが此の超人聞の世界 より受

くる人間界の影響と規定とには篤くべきものがある。

此の宇宙自. <: J f乍品も亦我等入閣の世界市場に入り交って

取引され、更に新らしい創造と規定の世界を創りつつあ

る事実は認めねばならぬ。

創られたものが創ったものを規定するとはたしかに真

理で、ある 。

( 筆者、兵庫県建設業協会々長)
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どなご 建 築 随 想 ごココ

主 としてコンクリート建築の寿命について

コンクリ{ トは一昔前までは酸 ・アルカリ等の強い作

用に嬢らされなければその耐久力は永久的であると考え

られていた。鉄筋コンダリート歴史の総論に於て口{ 可

時代の遺物である石灰岩化した石灰コングリート中 lこ発

見された鉄筋には錆が殆ど認められなかったし、そのコ

シグリートも風化されていないと述べられていた、 ロー

マ時代には勿論現在のポートランドセメシトは使われて

いなかったから、これによって一宮ー前のコンクリートが

永久的に風化しないという直接の説明にはならない筈で

あるが、一応コ γ グリート及コンタリート中の鉄筋は永

久的であると考えられていた。再考建{ 主 IIl t7J くの作用により

コシグ リートヰコの水の絶えざる流動により或; よ酸叉はア

ノレカリの作用により更に常iRに於ても C O
2の作用により

漸次ポロボロに風化され逆に ｾｾ捜するまで・になった例が

次々に発見され、現在に於ては = γ グリ{ トの耐久性に

関する研究が続々と発表され、比れの対策も着実に災行

される様になって来た 3

普通コンクリ ー トの耐久性を! ? ? すためには、水セメン

ト上むを少くしも来るだけ水管性の大きいコングリートを

作ること 、必妄に応じて表面に防水加工を施すことなど

が態奨されている。かくする事によってコンタリートの

構成骨材の石材と間程度の耐久性を持たせることが出来

圭 向

亘又 楽 貞

るとしづ。これはコ γ グリ{ トの耐圧強度の最大は骨材

自身の耐庄強度が限界であってそれに近ずくのが理想で

あるという理論に似ていて興味深いものが為る。

私l土過去10 ヵ月にわたって石炭殻を主材としたコ γ グ

リートの突際施工に関係している。そしてコンタリ ー ト

の強度が必ずしも骨材そのものの耐圧強度に正比例 しな

い安例に度々遭遇した。訟雑多岐に亙る骨材の性質のた

めにヘッキリした結論を述べる自信: まないが必ず しも骨

材の強度に比例した強度のコングリートが出来ないこと

はいえると思う 。

以後は夢物詩である p

コングリートの強度が骨材の強度以上になり得る可育g

性があるものならば 、 同様に，ｊｾ Ｎ 材の耐久位以上の耐久 性

を有するコングリ ー トは果して出来ないものだろうか。

即ち綴合せ青iJ のセメント及骨材(1風化及熱の変化に対し

大なる択抗を有し、お! 、合せが終れば適当な施工軟度を有

し一旦硬化したものは骨材の数倍の力を有する七〆 Y ト

ペーストを構成し従ってコシグリ { トの強度は骨材その

ものの強度を主主かに凌絡し、骨材の寿命よりも更に大い

なる耐久性を有するコングリ ー トは出来ないものだろう

か。 (28. 7. 20)

( 僻 阪 神 土 木 工 祭 K K 剛 、 ¥ 

ア ッシュコ y タリ ー ト建築 K K 相談役ノ
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伴 潔

ｾ＠ fl 、が神戸へ訟任してから早や10年になるc この期間

E は戦争と敗戦後の混乱、復興と多難な年月で為る。街

E  E島には蛍光燈がついて、人人の服装も戦前と変らない

E まで、になった昨今‘ 銀行、会社の建築物は、学生の見

i 学に こまらない程その美容を誇って居るご ラッシユア

i ヮーには道路一杯に人群の流れが切れ目なく続く。自

3 分もただ流れのままに歩くと云ふより初段1 ているので

i ある。週に幾度か火阪へ出る酎こ、あの梅田の界限人

E 群にまきこまれてタタグタになって帰って来る。その

i 者jl 度大阪( ; ; _ いやだなあと思ふ。私が神戸が! i j - きなのは

i この人の洪水がないからである z 者f . 会的な所と田舎的

E な所をもって居る。 52年型の自動車も走って いる。 し

E かし、いつも恩ふことに神戸の市街には中心がないc

東京の丸の内京都の駅前或は大阪の駅から御堂筋と い

った玄関叉は之に続く大道がな L 、c 試みに汽車で神戸

駅か三宮駅へ降りて御覧なさい。駅舎を出て街路に一

歩足をふみ出した時の感じは正にこ れは出 口か或は裏

口かということである。神戸は六大都市のーって‘ ある

と誰もが云ふが主主に他の地方都市より貧弱な玄関口で

はある。神戸は海上から眺めた景観はす( まらしい。海

上から初めて神戸へ来る人々は美しい筒だと感ずるで

あろう。しかし海上から来る人々の数より鉄道て神戸

へ来る人の殺が這に多いのではあるまいか。停車場を

中心とした都市計画が計画され笑行され、街路が人で・

埋もれない街が出来たら、私(i 永久に神戸を離れたく

ないと思ふ。( 筆者工博、神戸大学工学部教授〉
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一ー と れ で よ い の か

木 造 ア パ

建設省の数字によると、戦後から昨年末までに 329 万

戸の住宅が建設されの、る。戦災や疎開などで失った住

宅数は 265 万戸と推計されているから、この主主引計算で

は完全に 1∞% 復興したということになる 。

ところが、これは直接戦火による住家の喪失戸数から

見た回復率で‘ あって、真の住宅不足の回復には現在なお

316万戸で、そのうち非住家及び同居世帯数のみで107万

世帯が為ると捲計されている 。

戦後の住宅建設が、戦前の貸家 8 : 持家 2 の比率が逆

転して貸家 3 : 持家 7 の割合になっているが、これは低

収入階級の住宅困窮者の住宅難を解消 していないことを

物語っている 。こ れに関して 色々の施策が講ぜられてい

ることは周知のとおりであるが、今国会を通過成立 した

I産業労働者住宅資金敬遠法」 も産業労働者の住宅事情

の緩和策の一つである。

建設省の堆計によれば一般の住宅不足率に対して産業

労働者の住宅不足率は2 8 %高いといわれているが、この

産業労務者が如何なる範囲で潤されるかが問題である。

融資の原則に立って見れば不安定な中小企業一一 この数

は事業所給数の9 0 %を占める 一- i i 実際問題として除外

されることが考えられ、従って最も住宅に困窮している

この階層は、依然として何ら救済されないとしづ結果を

見ることにもなりかねなし、。

x  x  X  

ト - ラ ッ シ ユ

越 智 隆 晴

が者s市に佐っている。〉に加えて叙上のような住宅難の事

情のもとにあっては今後も誰々木造アメ { ト は増加の一

途を辿るものと予想される。

神戸市以東尼崎市間で本年 1 月から 6 月末までの上半

期における木造アバ{ トの建知富認数は犬小合せて61件

に上っている。これらが公営住宅や給与住宅の供給不足

の住宅数援和に貢献していることは喜ばしいことである

×  ×  ×  

併しその質の点についてはどうであろうか。単的に云

えば、不良住宅街はここに始まるのではないかと憂慮さ

せられるものが多いことである。

型式・ ・大多数の型式は昔の寄宿舎の形態を採ってい

る。即ち中廊下式で両側に 4. 5 帖叉は 6 帖の単室が列ん

だ平面をもっている。

この中廊下式は云 うまでもなく労基法( 事業附属寄宿

舎規程〉で禁止さ れている 。この規程では片廊下式 しか

認められないのである。

貸家である木造アバートは著書長附属の寄宿舎ではない

と去われるかも知れないが、中廊下王えは突は建築基準法

にも違反しているので‘ ある。

法29条には住宅と日照の関係を規定しているが、アバ

{ トの住戸( 世帯単位の室〉は法29条適用に関しては住

宅と解釈すべきであって、北側にのみ窓を有する住戸は

衛生上有効な日照を受けないからでゐる。東向叉は西向

一方民間貸家企業は未だ戦前の姿に立戻らなし、。 の住戸については別に建築基準法上具体的に規定してい

その理由は種々あるが、中でも家賃の負担に耐えられ ないが、法の目的規定から云っても 、 また建築計画の原

ないということが重な原因となっている。 則論から云っても適合しないものであることは建築士な

例えば建築面積15坪( 坪当35，∞0円〉 、敷地50坪 (坪 らば判断できる 。

当 5，∞0 円〉の家賃月額は 1 万円強となり、また最小浪 界盛・・ 0 ・隣との界は壁一重というのもあるが、之も集

度に切りつめて建築面積10坪 (坪当28パ別円〉敷地は建 合住宅設計の基本的な要件を忘れた人の頭から割出され

築基準法の限度の26坪 〈坪当 3，OJ O円〉とすれば家賃月 るものであって、隣家との界は押入等を配置しているの

額は 5，2∞円程度となり、エンゲ、ノレ系数 46. 8の現在では でなければ大きな声で話もできないわけて、ある。

なお市民層の大多数はこの負担に耐え得ない住居費であ 出入口 の戸 … イ主室の扉が長目下に向って開閉するのは

る。結論、中小資本家を主力とする戦前のような貸家経 避けたい。申し合せたように外開ぎとなっているのは、

営は未だ成り立たないことがわかる 。 踏込部分の有効利用を考えたのであろうが、外開廃は第

このような現状下にあっては、個人資本による貸家と 1 に廊下を遥行する人に不測の危害を与えるので、建築

しては、先ず木造アバートとなって表われるのは必然の 計画の原則に反することと 、第 2 に建築基準法上ではJIi s

趨勢であろう 。 下の有効巾員を減ずるから違反となる。

農村人口の過剰や産業の回復等に伴って人口の都市集 或る建築士に申請書の図面について外開き戸の変更修

中( 現在日本の人口 86，α)() ，O∞人の過半数45，0∞，∞0人 正方を指摘すると、始めは別に規定もないのにという顔
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付であったが多数の扉が外開き式では絶対に安心して廊

下を通れるものではない ことは突験上も心理上も明かで

あることなどを説明すると 、やっと納得されるのである

換気 ・・「一方窓」のみで、は室内換気が有効でないこ

とは、昔の自転車ランプ( 側が鉄板製で、前面に関口部

があって、底面の中心に ロ { ソグを立てるようになって

いるもので、関口部は別にガラスを用いず開放しのもの

で、それでロ { ソグが消えない。〉の型体から考えてもわ

かるし、前面が全部開放して三方が壁のある室に立って

見ても立ちどころに判断できるのであるが、このことが

住室の換気設計に考慮されていないのは歎かわしい次第

で、偶々廊下の下方にガラリ式の遥風孔等を設けたもの

はいささかゼイタクの部類だと考えられているようであ

るが、夏の通風、冬の炭火の中毒から是非守って欲しい

尋期である 。

炊事場等…・ーその他炊事場、洗沼場、物置の完備した

ものは少く住生活をどのように考えられての設計かと疑

レたくなるものも少くない。

採光 ・次に外廻りへ目を転ずると 、居室の窓が隣地

の境界に接しているものがあり、それも隣が永久空地な

ら結構であるが、完まが隣家の塁まに、つき合しているので

採光は到底望むべくもなし、。法28条が忘れられた設計で

ある。

×  ) (  ×  

さて叙上のことは、アバ { トのみならず、下宿にも、

市場の住居部分にも 、叉もちろん長屋にも共通した事項

であるのであるが、時流に乗って木造アパ ー ト・ラッシ

ュの傾向が免えるので特にこれを例にとったまでである

居住者について二三当って見ると 、 「どこか よい家が

あったら移りたい。」としきりに不満を述べている。この

ように毎日の住生活を味気ないものにしているのは、大

いに考えさせられる。

如何に住宅難の時代だからといって、快適な生活空間

をもたず、ヒュー マニテ ィの見失われた建築に、誰 も住

まいたくないのは当然である。こ れが真の住宅難の解決

にならないのは勿論で・あって、不良住居や過密{ 主区がこ・

の上ふえるこ とは極力防がなければならない。

過般も 、新聞やラヂオで、医師の誤診が騒がれていた

が、建築士の誤診即ち設計上の誤りが世間に騒がれる時

期はいつのことでらろうか。 ぞれはおそらく後者の社会

的地位の確立の時期 とい えよ う。とにかく建築家の誤診

には世論は余 りにも無関心で為る。

叉医師の誤診は人間一人の命を危くすることがあるが

建築士の誤診は多数の生命と健康を害することに思いを

致さなければならなし、。

建築防災といっても 、家が焼けたり 、倒れたり 、歪ん

だりすることを防ぐだけの意味のものでなく 、自に見え

ぬ災筈、音のない災害即ち叙上の不健康な家から知らず

知らずの裡に議長る災害の防除は、やはり法に基{ 強制力

と建築士の社会的活動に倹つほかない理である‘

「自分の土地に自分の資本で自分の家を建てること」

即ち財産権の行餌は、簸法にその自由が保証されている

が、同時に憲法は公共の利益( 利用者の健康、衛生、安

全等〉が私権に優先することを宣言しているのであっ

て、この場合、建築主の財産権の行使は建築基準法によ

っても一定の制。浪を受けるのは当然である。

そこで法の内在目的( 目的規定参照〉に従って或る程

度絶体的な建築基準を作定する必要に迫られたのでこれ

を作り 、現在はとの基準によっているc

これが笑践は、建築士制度の上からも 、建築行政の上

からも 、共に重要な課題の一つであり 、それぞれの社会

的職責の自覚に立って、現下の住宅事情の解決に向って

具大なる努力カ弘われなければならないe

( 筆者、兵臨県建築部建築課企図係長)

「一武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭基礎工 1  

特 許 | 日信三角現鉄筋混凝土杭基礎工 |  

杭

純明 設及ピ防潮

嵩上、盛土地稽

に於げる実践茨

進 呈

|ー コシボジツ ト、メイ ノレ( 長尺継杭〉基礎工ーl

測量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支 持 力 強 大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長期北通四丁目をO 細野ピル三六号

電話 新 町 @ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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新 建 築 物 を 見 て 感 あ リ

約 1 年間上京しないで腎たら突然 1 ヶ月の聞に 2 回も

続いて行く蓄になった。多少時間の余裕があったので、先

輩諸氏の御紹介で新しい建物を数 ケ所見学させていただ

く機会を得たe 銀行 、会社、百i芝居、アパート等何れも

立派なものばかりである 。永年役人生活をして不自由な

予算範囲内で坪数を稼ぐ事に追はれて居る身にとっては

工事費を聞く度に羨ましいと思ふものばかりの内容であ

る。私等の立場から見ると平面計画は必要に応じて要求

を充したものであらうけれども仕上材;併に於て何か一言

ありたい様なものが沢山見受けられる。銀行や百貨庖の

営業室の如きは性質上止むを得まし J が主として私的にの

み使用されるであらう部分に不必要に思はれる程ゼイタ

タな材料が色とクどりにイ更はれて居る事であった。金が

ありあまって之を物にかへてあるといへばそれ迄である

けれども、もっと社員一同で使用する部分の施設をよく

する為にプライベ{ ト部の工裂を節約する訳にはならな

いのか知らん。 1 本数万円の床柱のある和式会議室は恐

らく震設諸公の碁会所か誤楽室の別名であらう 。大多数

の社員諸君の使用する更衣室や食堂が数千円の床柱なら

ずとも文化程度の高い設備によって 、 もっと生き生きと

した和気を生ずる筈である。生かして使へる設備にもっ

と沢山費用をかけて頂きたいと恩ふのは建築家ばかりで

はあるまし、ご

焼t : J t ，. 改造とビル移動

いささか! 日聞に属するカ繍ピ/ レの改造が主まやかであっ

た時代がある角今でもまだ時々残って居るのがあるが改

造する価値のあるものや工事裂のかからないものは殆ん

ど改造済でピル不足時代にお役に立って居る。勿論被害ー

をよく 調査してそれによる欠点を除去した補強改造をし

て居る筈である。 ところが最近こんな話を聞いた。民間

の建物は何れも早く復活して居るが官公関係のものは未

了のものが多いご之は一つに役所方面の被害鑑定が遅鈍

で神経質すぎるからである。民間人に欽定させ改造させ

れば立派に早くやってのけられる筈だ去々と 。 こう 言は

れると左首長でございますかと簡単に引下れなくなった。

成程その立場から多少良重の態度をとって居るかも知れ

ないけれども新しい建物を建てたい為に古い燐ピノレに難

3生

中 初 子
l

 

l

 

j

 

擦をつける様なケチな根性は持って居ない筈である。被

害鑑定だってそんなに特別の方法を用ひるわけでもない

し同じ様な方法で試験するのである。ただ 1 日も早く之

を利用して ｬ 民 裕をｾげようとする商魂と公共建物に必ず

要求される安全感信頼感に対する責任の程度の差異であ

らう 。業者の方でも商売がら何でも早くお化粧を仕上げ

て呉れと 言はれたら突貫してでもやらざるを得まい。恐

らくは理屈抜きで施工させられるのであらう 。若し何か

間違があれば施工者の名前が先づ出されるのだ。福井の

大和百貨庖の事件で一番迷惑をしたのは誰であらうか。

都市区画の整理に伴って相当大きなピノレの曳越移築が

行はれて居る。一寸考へて見て改築する方が経済的にも

得策だと思はれるものも往々曳き移されて居る。之も矢

張り資源愛護、歴史的建築物保存の方針から出たものか

の解釈に苦しむ。但し技術的には得難い経験であるから

今の聞にウンとエキスバートになって置いてもらって他

日国宝建築物を動かす時にお役に立っていただく惑にし

よう 。

新 し い 卒 業 生 に 希 望 を も っ て

今年の春学校を巣立った人を数人課員と」て配属して

もらった。何れも英国自ないし、青年達である。終戦 8 年

を経た今日この人達は所謂義務教育以後は新，らしい時代

の教育を経て来たいはば新時計jの試金石が社会に出たので

ある。古い朋治大正教育を受けた人達の仲間入をして、

これからその其価を、徐々に発医してもらはねばならな

し、。

智的にも戦時中に発達した高度の学理を担鳴して居る

わけでゐり徳育? に於ても新しい民主々義をi官析な頭悩

にu & 収させて居るのである。濁故知新といふ言葉はまだ

まだ原子力時代の今日も味ふべきものがある 。明治大正

の人に接して故い惑はいくらでも知り得られるであらう

し新しい智識に対しては一応学習ずみである。 この人達

の真価は数年にしてあらはれる惑が期待されて居る。古文

い教育を受けた私等にもよい清涼剤になる惑であらう 。

宰にして私の期する惑が一日も早く続々と現出すればこ

れに越した欣びはない。

( 筆者、神戸市建設局蛍絡課長)



硝子張りの政治 1 ガラス張りの生活 ! 近頃は建築物も窓も大きくなり豊富に

ガラス張りの行動 ! と云う表現が多く使 生産されて いる高級な ガラスを思ふ存分

はれている。億んな言葉を聞くと御伽噺 使って明る さを僧すと 同時に一層建築美

随・ の焔宮駁を夢見るような何んとなく明 を発陣せ られてい る傾向を見て、私逮ガ

るい感じがする。私がガラスに関係があ ラスに携はるものとしては一種の誇りさ

るから云ふのではゐりませんが、世間一 え感じ鰐しく思うのです。宣伝が ましい

般世の中が明るくガラス猿りの生活が出 羽を書いて恐縮でーすが、凡ゆる建築物に

想、・

桑

閏

正

来たならおそらく醜径と名のつくものは

消えて無くなるだろう 一一そしてどんな

に嬉しし、だるうかと思う。此の無色透明

な人生に徹したなら、雑念や邪蜜を離れ

て、淡々たる裂空のような気持で行動す

最後の仕上げはガラスであり英の良否に

よってどれだけ建物全般が引き立っかを

考えると 、他の部門を若干節約 しても 、

ガラスはつとめて高級なものを採用され

たいと思う 。建築費総額から見れば 1 -

る時は、 「日目是好日」と楽しい心境に 2 %程度と聞いて居るが普から馬子にも

浸る事が出来るでせう 。 衣裳と云う諺がありますが、永久施設に

思想的には二大潮流の対立深刻であり 等しい建築物には最も良いガラスの衣裳

経済的には世界景気の不況裡に、目ざす を渚せる事によって一段と美観を呈する

我が国の経済自立の前途は益々多難を息 に違いない。

はせる時、せめて気分だけでも 、関るい 「人生は短かし一一安術は長し」 と云

希望の光を函いて英の日 、英の日を努力 った人がありますが、永久に残る作品と

して愉快な人生の連続を享受したいもの して設計される方、施工される方をの折

です。衷もなく表もなく 、常に前拭され 角の画竜点晴を欠くの悔のないように関

たる 、身も心もガラス張りの世の中を笑 心を持って頂き現実にガラス猿りの朝夕

現する諒: に努力すれば、ほんとに1 mはし を送り得るよう施設御指導が願いたいも

い水晶宮殿のような社会が顕現するでし のです。

ょう 。 ( 鋒者、桑 田ガラス K K社長〉

1111111川11111111111111111111111川II UIIIII

生活の独立
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住

ん

で

私は今、住宅金融公庫の資金による住 は、家賃の 7 倍以上の収入のあるものと

宅協会管理の鉄筋コ γ タリ ー ト造アバ ー なっている だけだから、新婚したての若

トメ Y トに住んでいるのである。 アバー い夫婦もあろうし、叉家庭事情の複雑な

トの設計の当否とか、その他建築方面の 人があるかも知れない。業種に於ても突 ・，

批判は他の権威者に譲るとして 、アバー に各種多様である。

トイ主人の生活態度について私見を述べた 一棟のアバ ー トに住んでいるのだか ら

いと思う 。 住人は相互で きるだけ親密に しなければ

我国では隣り近所の噂をすることは、 ならぬとし、う説をなす人があ る。殊更に

山

内

嘉

兵

衛

→支の風習とは云わない迄も 、余り珍ら

しいことではない。 ところが、 この間英

国から帰った人の話によれば、母に連れ

られた子供が、路上で・行き会った日本人

を振り返って見たのに対し、母がその非

礼をたしなめたと云うし、叉路上で倒れ

ている夫を介抱中の夫人を、誰も振り返

ってながめるものが無かったと云う 。 こ

れは決して無関心というものではなくて

相手の人絡に対する噂重の現れでなけれ

ばならないし、そこに大英帝国の面白が

あると思うのである。

現在アバ{ トに住む経済的条件として

疎ー速にすることもないけれ共、一様下に

おるからという理由で必要以上につき合

うこともその要が無いのでは ないか。 ア

ノ，_ トに住むという一つの理由に生活の

簡素化ということが柑当大きなプ ァグタ

ーをなして いるから、相互の人絡を尊重

し、生活の独立を尊重すること丁度上記

の英国人のようでありたい と思う 。住 宅

難と土地難解決のために作られたアパー

トが、 日本人の噂好きをなく す るための

ー伎を民う結果となるものとすれば、 こ

れもす、大きな収穫でなければならない。

( 筆者、本会兵庫支部別支部長〉
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講 義 に
ー
』 ー と よ せ て

士
【
日 信武回
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先達て私はある大学の建築学教室から依頼を受けて特

別講義に参ったことがあ る。毎日雑務に追われ資斜を緩

める時間 もないからと再三辞退致 したのであるが、主任

教授の圧迫に逢い、 遂に何の用意もな しに壇上に立って

しまったので・ある。

私は妙な建築家で、建築の設計も工事の監理も実際に

やったこ とがなし、。学校で一応建築学を修めただけで、

役所にはいってからは都市計画や防空施設のことに関係

しただけ、強いて言えば終戦後各県に建築課が出来叉数

年前から主要府県に建築部が出来たお蔭で順次その課長

部長となっただけ、そ の頃には悪いことながら建築の設

計や工事は担当係官に適当にやっていただき私は単に目

を通 したという所謂盲判を押すだけの余裕しかなくなっ

ている有様で、結局建築を知らぬ建築家である。諸君こ

んな建築家もあるのだからよろしくお見知りおき願い度

い。そしてこんな建築家でも自分では建築家と考えてい

るのであるが、それでよいのかよろしく御批判を願い度

い。というような言葉を皮切りに私の間近かに動きつつ

ある建築界の動向というようなことに就いて底見を述べ

て見たので・あ る。

平素先生方から教わっているであろう学問の外に世の

中にはこんなものがゐって世の中に出 られてからは案外

こんなものに励げ まされ叉悩まされるともあろうから老

婆心までにと 、比較的新 し〈出来た建築法規の概要を説

き多少の私見をも交えて見た。例えば、建設業法が出来

て業界のためにまことに結構なことであるが、 1 (<牛30万

円以上の工事を施工するものの登録に止めず、 もっとそ

の範囲を広くしなければ正直者が馬鹿を見て完全なる業

界の発展を望めないであろう。叉登録制を許可制にした

らどうだろう。住宅金融公庫法が出来て寧ろ金持がこれ

を税金のがれに利用し庶民の住宅建設には依然として縁

なき政策であるという人もあるがその批評1 当らなし、。

先ず国民の家が 1 戸で も建てばそれだけよいのではない

かと思うとか、市街地建築物法に とって代った建築基準

法はまことに劃期的な法律であるが、建築学上の最低基

準をそのまま法制化し役所の建築主事の確認を求めさし

ている点は、特に建築士法が制定せられ力量、手腕且つ

責任ある建築家が生れた今日寧ろ失礼に当るのではなか

ろうか。殊に例えば繕造部門などに杓子定規の法規の適

用は建築界の発展を阻筈するものではなかろうか角建築

の法規は都市計画の遂行を助長せしめることにのみ主眼

をおくべきでなかろうか。というようなこと C その他、

公営住宅法や耐火建築促進法が出来て、我々建築家が永

年提唱し来った住宅問題、都市不燃化問題の解決に一歩

を進めた観はあるが、途備遠く我々建築家のなすべきE仕

事も山積している次第、新進気鋭の諸君等に期するとこ

ろ大なりと結び、時に以上の点に就いて何か質問と呼ば

わったのであるが、平素の学聞にないことを下手な談義

で、やってのけたせいか何の応答もなし、。ただ傍聴して居

られたー先生が、役所の弗箱でゐる建築基準法の相当部

分を民間の建築土に渡せと主張するとは変った建築部長

だと独り言をいって居られたのが、かすかに耳にはいつ

たのみであった。
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( 筆者、兵庫県・建築 部長J
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大 正 7 年 頃 の 思 出 を ど

ｾ＠
邑 飼

大1 E 7年と云 うと 、本会創立第 2 年目で、英頃は

まだ関西建築協会と称し、会報第 2号が 1 月頃に発

行され、当時片岡建築事務所の波江悌夫氏が殆ど独

りで・編集されていた。阪神電車中で同氏が校正刷に

熱心に目を通して居られるのに、よく出会ったもの

です。其頃には、堂島中通の電気倶楽部で毎月例会

が開かれ、片岡会長が毎回座長となって、 京阪神の

会員が、黙心に集ったものです。

寄々も、神戸の設楽建築事務所に在勤中で、例会

当夜は、夕方から所長設楽貞雄氏 (故人〉支配人木

村氏( 故人〉以下技師の原田、森山、国代 らの諸兄

と共に、大阪まで出かけました。大仏殿の改修、英

他関西以西の古社寺建築修理で・有名だった加護谷l祐

太郎氏( 故人〉も 、明石からよく出席され、; 帯りは

何時も 、汽車の時間の都合で、閉会前に退席して、

関石まで向車 しました。序に一寸同氏の事を記 しま

すが、小生学校卒業の時、 恩師土屋純一先生から紹

介状をもらって、明石の加護谷邸を訪問し、近所の

事とて、度々御会いする内に、奥様が小生の旧友の

姉様だったり して、 一層殺しくして頂き、芙後東京

( 市建築課長 ? ) 之移られ、後に事務所を自営され

克

ましたが、朗石宅の修理やら、 1 戸建の貸家数戸を

計画された時など、一切小生に委託され、毎年お盆

には墓参に戻られて居りました。( 明石北郊太山寺

出身〉

大正 7 年の秋には、建築協会の第 1 回大会を聞く

事止なって、宗兵蔵氏( 故人) が委員長で準備され

吾々も末席で御手伝をして、中之島の中央公会堂で

盛大な講演会を催しま した。 この中央公会堂は、大

正 6 年の竣功と 記憶 しますが、最近故人と なられた

谷民蔵氏が、工事監P賢の主任者で、大正 5 年に見学

に行って、熱心に御説明をして頂いた事がありまし

た。

思い起す古い方々の多くが、己に自主人となって居

られて、知らぬ聞に苔々も老境に近ずいて居ります

某間何等の尽すべき事もなく 、お恥しい次第ですが

本会創立当時からの方も 、まだ まだ御活動になって

居られ、当兵庫支部l会員中にも 、相当に居られるよ

うで、心強い事と思い、滋尾に附 して、老骨に綴打

つ心組で、居ります。

( 昭和28. 7. 20 関石寓居にて〉

( 筆者、宮飼設計事務所所長〉
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議扮lfI 時帥 ZL 私物の怠

創業3日年古い慶史と新しい按術

ザ ル ヂ イ ゾ グ の グ リ 戸 ニ Y グ 工 事 1

舌い住宅が新築同様になる望号来二t事i 請負

新築住宅 iこお手入れのいらぬ美索工事ノ

雲 喜 美 素 工 業 所

大阪市東区瓦町 ｻ 堺筋Ｉ三和ピｊｬ三階 ｭ 跨北￬ｬｉｦ ｾＵ ＸＸＸ 審



京 都 |  

外 観

京 都 府 立 医 科 大 学 綜 合 講 堂

機 要

建 築 位 置 京 都 市 上 京 区 河 原 町 広 小 路

鮫 計 監 理 京 都 府 建 築 部 営 繕 諜

施 エ 株 式 会 社 松 村 組

電 気 工 事 近 議 電 気 工 事 株 式 会 社

管 工 事 大 阪 主成 口 初' 究 所

給 水 工 事 神 野 エ 奨 株 式 会 社

建 築 面 積 337坪 延 面 積 456. 8土平

エ 期 昭 和 2 7 年 5 月 ~ 同 年 1 2 月
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京 都 市 日 吉 ケ 丘 高 等 学 校

一 第 4 期 増 築 工 事 一

事量 要

位 置 京都市東 山区泉涌寺 山の内田J

殴 計 工 学博士 堀 口 捨 己

施 工 建 築 工 事 株 式 会 社 横 田租

低 気 工 事 株 式 会 社 三 星 電 気

給 水衛 生 工 事 株 式 会 社大 阪放口 研 究 所
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ペ
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増

車
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->> 

応接室 Ｈ Ｒｾ 瑠 〕

本館新築 ( 車主宰廻階段共)

鉄筋コ γ グリ { ト造 4 階 建 1 棟

建 築 面 積 1 階 床 面 積 464. 2平方米

2  I! I! 436. 2 I! 

3  11 I! 436. 2  I! 

4  I! I! 439. 34 I! 

延 床 面 積 1，775. 94 I! 

渡廊下新築 鉄筋コ ングリ ー ト造 3 階 建 1 様

建 築 面 積 1 階 床 面 積 40. 25平方米

2  I! 40. 25 /1 

3  I! 40. 25 I! 

延 床 面 積 120. 75 I! 

1 階 平 面 図 説 明

1 草 寄

2. 玄 関 ホ ー ノレ

3. 保 健 室

4. 家 庭 科 準 備 室

5  家 庭 科 割 烹 教 室

6  家 庭 科 洗染 教 室

7  理 科 生 物 教 室

8. 便

9 物

所

入

応 援 室 (2階〉



八 坂 女 紅 場 歌 舞 練 場

一緒園新地甲部歌舞練場改装工事一

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

尊重 要

工 期 自昭和27年 10 月:!6 日 至 昭 和28年 3 月31 日

建 築 面 積 563. 885呼

延 面 積 88ι 146坪

建 築 犠 造 主体木造 ( 改装部分〉 鉄骨鉄筋 コγ タリ. ー ト情造 ( 新築部分〉

平 面 略 図

つ一寸
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観 客 席

収 容 人 員 約 1300名

車祭 式 建築様式は藤原末期から鎌倉初期[ こかげでの純日本式手法に近代的

手法を加味している

舞台照明装置 4 色 ボ ー ダー ライト 63司j 他 に エ ブ エ グ ト マ シ ν ・プラ γ カ ー ド 等

換 気 殴 倫 送 風 機 2 基、空気洗 i糠装置 1 基

消 火 殴 備 消火栓 9 ヶ所



京 都 地 方 検 察 庁 庁 舎

設計・監理 建設省近畿地方建設局

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

外 観

1階l I Z 聞と屋内
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建 築 物 の 建 設 状 況

大都市として、唯一の非戦災都市である京都市は、産

業、経済、その他総ての面で日民っているが如く考えられ

ているが、決して眠つてはいないと言うことを、建設面

を通じて紹介することとする。 ここに掲げたのは、 7 月

現在工事に着手中の鉄骨叉は鉄筋コ γ グリ{ ト造で、延

面積が1，0∞m
ll
を超えたものの一部である。

1.  専売公社京都工場

鉄骨鉄筋コ γ F リ ー ト 造 地 上 5 階、地下階、延面積

28，αJ Om!l o  

旧棟瓦造 3 階建の工場の一部を除却 して、新様式のそ

〆{ シ工場を建設中で‘ あるが、 この工場が完成すると 、

現在F 生産量の約倍、年間90億本が生産されることとな

る。 29年 4 月竣功予定。竹中工務庖施工。

2.  アイスパレス (スケート場)

鉄骨鉄筋コ y グリ{ ト造、地上 2 階、 延面積7，回5 m!l

四条寺町下ノレ大雲院境内に建設中のもので、観覧席収

容人員 4，ω 0 人、これが完成すると、このスケート場を

中心として四条通以南に盛場が出現する。 9 月中旬竣功

の予定。施工は大林組。

3.  キヨートアリーナ ( スケート場)

鉄骨鉄筋コシタリート造、地上 2 階、延商積2，957m!l

岡崎公園、勧業館の屋上に建設するもので、観覧席収

容人員 2，500 人、前述アイスバレスがショウを主目的と

したも のに対し、これは学生、勤労者の練習、競技を目

的とじている。 9 月上旬竣功予定。施工は鴻池組。

4.  日本新薬エ湯

鉄筋コシグリート、埼止 5 階、延面積2，部 4 m!l。

当工場はサントニ γ の生産工場として名高いが、前述

の専売公社と共に立体工場としての最近の方向を示すも

のとして注目される。竣功は11月下旬の予定。施工は増

田組。

5.  大京漁業 〈冷蔵庫、製氷工場う

鉄筋コ γ グリ{ ト造、地上 3 階、延面積2，117m!l o

K.  M.  生

市の中央市場に隣接して建設されるもので、製氷能力は

日産 10t 、竣功は 8 月下旬。施工は大林組。

6  京都府住宅協会アパート

鉄筋コシグリート造、地上 3 階、延2，058m!l 。

羽川通りに既設の 3 棟のアバートに並んで建設中のも

ので、 1 階は庖舗付住宅、 2階 3 階は住宅である。堀 川

通りは幅負5 0 mの疎開道路で、現在肪火建築常に指定さ

れている 。

疎開前は姻川京極として 、 その繁ｾをうたわれた商 ｬ 苫

街であった。本建物が完成すれば既存の 3 様と共に偉観

を呈することとなろう。竣功は 8 月上旬、施工は大量産主主

設。

7  高島屋百貨庖

鉄筋コ γ グリート造、地上 4. 5 階噌築工事、延商鹿

3. 88Om!l o  

全体計画と しては地下 2 階 、 地 上 7 階 建 、 延 面 積

19，7∞m ! l のものであるが、現在出来上っている部分は

地下 2 階、地上 3 階のものである。今回は 4. 5惜の憎 築

工事を施工する訳でまbる。主主工予定は11月下旬。施工は

竹中工務庖。

8  日本レース従業員アパー ト

側方コ γ グリ ート造、地上 3 階、延函積1，570m
ll

o

事丘の傾向と して、 従業員の住宅供給が処々で採上げ

られ、実行に移されていることは喜ばしい惑である。特

に7 月10 日成立した産業労務者住宅資金敬遠法が、施行

されることになれば、更にこれらの事業を推進すること

となろう。裁功予定は10月中旬。施工は清水建設。

そ の 他

学校関係では、 同志社大学の講義室、地上 4 階、延

1，65οm
ll
。立命館大学の階段式大教室、地上 3 階、延

1，140 m
ll

を始め、帝国銀行河原町支庖、京染会館、市 筈

病院等々施工中である。 ( 以上)

川川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱＱ 川 ＱＱＱ 川川川 ｉｉｬ ｬｉ ｭｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬ ｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬｬ ｬｬｬｬ ｬｬｬｬｬｬ 川 Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ 川 川 ＱＱＱ 川川 ＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ 川 川川 ｉ ｕｉｉｉｉｉ 川川川 ＱＱＱＱＱＱ 川 ｉｉＡ 川川川川川 ＱＱ ＱＱＱ Ｑ 川川Ｑｬ Ｑｩ Ｑ Ｑｩ Ｑｎ 川川川川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川川 ｉｉｾ
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東 洛 |  
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¥ 

宮 市 商 工 会 議 所

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 名 古 屋 支 庄

竣 工 昭 和 2 7 年 2 月

不二商事株式会社名古屋支底

設計監理 三菱地所株式会社名古屋建設事務所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

竣 工 昭 和 2 7 年 1 1 月

i。

干こ...直・ー
畠古...

¥ 



トーー--，._よ一一一一

瞳 • • 間
) ' ‘  

住友銀行名古屋駅前支庖

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 清水建設株式会社名古屋支庖

竣 工 昭 辛口 2  7  年 6  月

名 港 海 運 西 埠 頭 倉 庫

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 大成建設株式会社名古屋支庖

竣 工 昭 矛日 2  7  年



料
再
a  河 文

設計監理 篠 田 川 口 建 築 事 務 所

施 工 清水建設株式会社名古屋支庖

竣 工 昭 和 2 6 年 1 1 月



八 勝 館 中 庖

設計監理 堀 口 捨 己

碕 工 清水建設株式会社名古屋支庖

竣 工 昭 和 2 8 年 4 月
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1111111111111111111111川川11川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111111川川山川川川川川川山川川山川川川山川川川川川川I l l liii

原
主 主

1月

1 まえがき めには終始来訟な努力を払っているにもかかわらず、諸

愛知県下には現に 13市、204 町村があるが、このうち 種の事情に短まれて 、 現状にお ｌ 、ては百年初 ｾ￯ｬ 与を待つの

今次大戦によって本格的空裂をうけたものは、名古屋、 そしりを免れ難い突併にある。 この二問題に関する限り

豊 橋、岡崎及び一宮の 4 市で、これらの都市は何れも戦 何処も同じで、当燥においても矢張り秋の夕暮の感を禁

災によりその中心部を殆んど喪失し、人口も終戦時には じ得ない。こころみに統計上に現われた数字により 、県

約半数にまで激減した。終戦と共に何れも廃虚の中に力 下の建築状況を再検討して見ることとする

強く復興への息吹きを始めた訳であるが、戦後 8 年、今 2.  終戦後の建築量について

日においてはこの大事業も一段滋の形で、各市とも釈前 戦後昨年 5 月までの県下及び名古屋市にお; ナる建築盆

を中心として民貫通りはむ しろ戦前を凌ぐ程美しくなつ を延べ面積で拾ってみると( 第 1 表〉のとおりて=ある。

たことは誠に喜ばしい限りである。 この数字は、臨時建築制緩規則及び建築基準法による

然しながら、戦後建築界に底 h 宣伝されながら遥々と 工司f完了屈をそのまま集計したものであるから、突際に

して進捗しない問題が二つ為る。その一つは住宅問題で は、 これを相当上回ったものとなることは申すまでもな

あり、今一つは貌市の不燃化問題でゐる。こ れらの問題 い。昭和25年以降は建築動態統計の基礎資料が、活工属

については、各県とも中央の施策に応え、その解決のた に切替えられたので、これによった数字を挙げてみると

第 1  表 (第 2 表) のようになる。

い 寸 住 ; | よ 家 | 二

名 古 屋 市

| 住 家 | 非 協 |
計

s[j. 20 

苦手 呼 坪i 土平 坪 坪

( 8 - 12月)

43，470 ( 統計なし) 43，470 18，714 ( 統計な し) 18，714 

21 172，278 143，841 316，119.  71，830 53，133 12ι 963 

22 160，235 150，757 310，992 74，348 800，347 154，695 

23 298，061 270，G30 568，691  177，928 121， 630 299，558 

24 226. 726 186，275 413，001 117，857 87，l G8 205，625 

25 280，352 217，76!l 498，114 85，747 75，211 1GO， 758 

2G 232，373 204，905 437，278 99，965 67，735 167，700 

27 13山 I 117，市 248，161 43，411 74，490 

第 2  表

¥ ¥ 制J  
県 下 名 古 屋 市

年次 イ主要R 非住家 |  計
| 住 家 | 非 協 l 計

長 J t : 坪 坪6 !| 坪
時 坪

日目 25 402，710 I  373，796 I  776，506 I  185，678 170，656  I  356，334 

…加イ2 6  188，747 I  347，400 

27 328，751 1 ω 8，203 1  636，954 1  175，016 1  151， 352 1  3仰 6

これ らの数字の示す ところ

によれば、住家の商筏比率は

非住家のそれをわずかに上回

っているが、何れも昭来123年

を頂点として漸減の傾向にら

る。

然しながら、昭和23- 2 4年

頃までは質よりむしろ盈の時

代で組惑なもりが多〈 、応急

復旧のための間に合せ的な色

彩が濃厚であったが、昭和25

年頃から資材商も比較的経和

せられ、世情の滋付きを反映

して、 建築物も盆から質に切

替えられ、京浜、阪神に比す

れば一歩立避れの感ばあった

が、当県においても名古屋市

内のあちらこちらに、 コγ ク

リー トタワーが見受けられ、

ミ キ シ ン グ、 リペッティ γ グ

の騒音が聞かれるようになっ

た。昭和25年以降の各年建築

53 



構 進 月1) 延
，、.、

百 宅責 ( 坪〉

戸と云われ、この教字は、戦前県下の住宅総

戸 数60万戸の% に当る。これに対し終戦後今

日までに建築された戸数を調べて見ると( 第

5 表) のような結果になる。

年 次

木 造 |鉄筋コ γ グ| 鉄 骨 造 | そ の 他 |

1  リート造
計

官ヰ 坪 坪

日目、 25 532，153 36，648 I  31，276 2，701 602， 778 

( 4 - 1 2月) ( 262，467)  ( 18，884)/ ( 14，154)  652)  ( 296，166)  

26 

560，277 99，081 38，858 1，551 699，767 

( 267，318)  ( 68，694)  ( 13，052)  ( 1. 336)  ( 347，400)  

27 

562，983 48，625 22. 679 2，667 636，954 

( 283，189)  ( 32，3ω 〉 ( 8，979)  ( 1，840)  ( 326，368)  

計

1，655，413 184，354 

( 812，983)  

92，813 6，919 11，939，499 

( 札 制)1( 9悦 9叫

下表中最も大きな教字を占めている自己建

設 戸数が工事完了属、着工届及びその他によ

る准定戸数であるため、 1四日か正自告を欠いてい

るうらみがあるが、その大要を鋭うには支障

ないものと考える。本義の実績戸教を図示す

れば下図の通りとなるが、前にも一寸述べた

ように、昭和23年度を頂点として建設カープ

( 116，938)  ( 36，185)  

第 3 表 註、. (  ) 内数字は名古屋I市分を示す。 が漸次下り坂になっていることは注目 しなけ

f量を着工届によって構造別に分類してみると

ればならないことで・あ る。

( 第 3 表〉の ようになる。
第 5  表

本表によれば最近 3 ヶ年聞の耐火建築物の

占める延べ面積の割合は全建築主主の 9 . 4 %で

昭和12年の全国統計のそれは14% で‘ あったか

ら、未だに戦前の水準を下回っており、しか

も昭和26年に線香花火式現象を呈しているこ

とは聯か心細い。名古屋市以外の郡部にも耐

火乃至は不燃構造の建築物が相当建てられて

おり、叉現に建ちつつあるが殆んど工場に限

られており、ピノレデイングについては名古屋

市を除いて他都市には見るべき ものが殆んど

ないと云うのが突情であろう 。

｜ 建 設戸 ｉ ｕｆｾｉ
年度 ¥ 料 実績戸数 公 営 | 長 官 | 長 | 金 融 公 判 自 己 蹴

なお、参考までに昭和z7年 9 月- 1 2月間の

確認申請件数の延べ面積別百分率をー表にす

ると (第 4 表) のとおりで、ある。

昭、20

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

計

本統計は 4 ヶ月間の短期間のものであるから、これに

よって総てを織すことは困難であるが、1∞m
JJ

内外の比

較的小規模建築物が絶対多教を占め、1，{ 削m
JJ

を超えた

大規模のものは極めて少ないことは間違いのないところ

であろう 。

3  住宅鐘般について

戦災と建物疎開とによって失われた住宅戸教は約20万

第 4  表

延
J 、-、

面 積 区 分

対 す る %

2 0 m
JJ
以内 5. 4 

ＲＰｭ Ａｬ ｾ超え 1 0 0 m
D
以内 70. 5 

ＱＰＰｭ Ａｬｾ 超 え 2 0 0 m
JJ

以内 15. 0 

， 

ＲＰＰｭｬｬ ｾ 超え 3 0 0 m
ll

以内 3. 6 

3 0 0 m!lを 超え 5 0 0 m!l以 内 3. 0 

ＵＰＰｭｬｬｾ 超え 7 0 0 m!l 以内 1. 0  

7 0 0 m
ll

を超え 1. 000血 2以内 0. 6 

1，0 0 0 m
2

を超えるもの 0. 9 
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13，740 2，382 11，358 

15，711 660 7，756 7，296 

19，969 2，023 17，946 

35，607 2，414 35 33，158 

24，316 1，417 122 22，777 

19，796 1，456 291 28 3，164 14，857 

15，022 1，420 124 2，902 10，576 

16，078 1，298 2，076 13，524 

1  1川
59

1附 88 1町 86 1  152 1  8， ＱＴｾ ｊ ｾ 山 Ｑ
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4. 名古屋市防火建築繕の造成現況

&  

"  

』‘

革 2 )  

愛知県下には当初挙げたとおり 4 つの戦災都市がある

が、このうち耐火建築促進法による防火建築待の指定を

うけているのは名古屋市だけで、重量僑は人口 16万、岡崎

は10万、一宮は 7 万で目下のと ころ防火地援の指定もな

いが、何れはこれらの指定を受ける態勢を一日も早〈整

えることカ・剖得されている。従って名古屋市は当県下に

おける唯一の肪火建築帯指定都市である。以下昨年度の

資料に基いて、これが防火建築帯の造成現況を記すこと

とする。

( ー〉名古屋市の概要

戦時中所謂日本の兵器廠と弥せられた名古屋市は、全

国有数の工業中心地 ι して特に重工業方面に飛躍的な発



を遂げ、これに伴って人口も昭和 18年には 136万 5 千余

に達したが、戦時中大/ N9固に亙る空襲によって、そ の

心臓部を初め、大工場は殆んど主要減し、終戦時の人口は

わずか60万足らずにまで激減するに至った。

終戦後特別都市計画法に基き、維海な戦災復興計画が

樹立せられ、昭和21年度から之が突現の第一歩に着手せ

られ、この大事業も着々と進み、昭菊128年 4 月には人口

も 117 万 7 千余に潜加して街の景観も正に戦傷の

国教字ーから見れば皆無に近いと云うことができょう。戦

時中は大きな地震に数回見舞われ兵器の生産に甚大な支

障を来したが、その後地震は勿論、風水害も極めて経徴

で敢えて取り立てるならば火災であろうが、 これとても

ポヤに過ぎない程度のものである。参考までに名古屋市

消防局の調査に よる同市昭和23年以降昨年末までの火災

被害・概要を( 第 8 君主) として附記する 。

第 8  表

痛手を払拭するまでに整えられた。更に昭和25年

頃から耐火建築物も相当建つようになり、昨年12

月には防火地域の全域に亘って耐火建築促進法に

よる防火建築帯の指定をうけた。 しかしその総延

長は目下のところ、わずか16，229m ( 路線両側〉

に過ぎず、 6 大都市中最低{ 立とし、う状況である

が、近く 1 万余米の追加指定をうける予定になっ

¥ オ 住 家 | 一 家 | 四

年次 全 焼 半 焼 1焼失面積| 全焼 |半焼1 鞍| 積( 坪計〕

昭、23 !  255 26 5，326 

24 80 44 3，646 

25 89 

ている c

26 29 7  I  964 1  6，649 

( 二) 造成成績について

27 6り (;1 5，148 18 9  I  474 I  5，(;22 

昭和27年度における造成成績は、補助金を受け

たもの20棟、自己資金のみによったもの23綴で、

5 年 附 1
502

1  
213

1ω 9 6  1  108 1  45 1卯 61273502

前者の内訳を階別のー表にすれば( 第 6 表〉のようでゐ

り、用途別 Lこすれば( 第 7 表〉のようになる。

本結果から見れば、遺憾ながら 4 階以上のものは極め

て小数である。或はこの辺にも。偉大なる田舎。の一面

が主主われるのかも知れなし、。

5  戦後の災害について

最後に災害について一言するならば、幸に木県は戦後

余り大きな災害に見舞われておらず、 この点非常に恵ま

れていると云わなければならなし、。従ってその被害も全

第 6 表

6 む す び

以上統計上に現われた数字に基き、愛知県下特に名古

屋市に重点をおいて戦後建築状況のー断面を記載した次

第であるが、建築物の質が向上しつつあることは誠に喜

ばしい限りとしても、その他の面においてはむしろ悲観

的な材斜が多い。即ち、住宅問題については今日までに

既に戦災喪失戸教にほぼ近い教字が建設されているにも

かかわらず、今なお、全県下の不足戸数は約10万戸と云

われており、その原因が世得増、腐朽、災害滅失等によ

っていることは申すまでもないが、近年建設状況が低

調であることと 、推定需要騎が毎年 2 万戸を上回って

仁ごごI ｾｾ＠ ｟ｾｾ＠ 1  __ ｟］ｾ｟＠ 1__  _  _  "_ _ 1__  _ "" _ 1 いることとは 、現行施策では本問題が到底解決されな

階数別 |線数| 建築面積| 延ペ面積| 敷地問ロ| 建築間口 l

ドー! !  !  !  ! いことを裏付けているものであり 、更に都市不燃化問

I  m
ll 

I  m
ll 

I  m I  m I  

2 階建 ， 4  I  258・30 I  ＵＵＵ ・ ｾＹ I  24・90 I  22・50 I 題に歪つては、正に百年の大悲瀬と云わなければなら

ゴ雨量- E広平石円五五日示引予弓;- 1ない。

l一一一τ 7一一|一一一一 一!一一一一一一|一一一一|一一一一| 然し私は、過去の実績数字がどのようなものであろ

4 階建刷、 4  I  6，839・05 I  39，357・82 I  183・89 I  173・7 1
i  上 I  v，uuv 'vu  I  uv，uu， ｾｕ ｾ＠ I  Ｎｵｵ ｾｵ ｶ ｟ Ｑ＠ Ｎ， ｵｾｾＧ ｟ Ｑ＠ うとも、悲観的観祭は避けたいと思う。東京や大阪の

- E- E 広平石戸口53- 17 ｾ＠ 345- 61 同 二 司 街 を 円 熱 し た 婦 人 の 裸 像 に も 例 え る な ら ば、愛知の代

第 7  表

用途別 | 棟数| 建築面積| 延ペ面積| 敷地問口| 建築 l間口

立III ロI II ロ1 m 

庖苦市 13 1，743・13 5，150・41 116・27 107・29

事務所 1  77・10 217・41 7 ・90 7・00

銀 行 4  I  2，507・53 8，6(;(; ・15 82・06 72・69

百貨庖 2  I  4，883・84 32，519・20 139・38 130・72

計 20 9，211・60 46，553・17 345・61 317・70

表一 一東海の代表都市名古屋こそは、正に筋骨隆々た

る青年のそれを思わせると断ずることは、一人私の僻

目であろうか。静かに日本の中京を打診するとき、誰

しもがす、銅色の皮下に脈々とたぎっている血潮の流れ

を感ずるに違いない。そしてその陵の玄関駅前附近は

ここ数年を出ずしてその全貌を一変するであろうし、

海の玄関名古屋港は全国有数の港湾施設を完備するこ

とであろう 。 この見地からして私は、今日より明日の

名古屋、朗自より明後日の大愛知に大きな期待を掛け

たいと思うのである。 ( 筆者、愛知県建築課勤務)
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おことわり 予て、本部から 「各支部の特集号J の

縞集計画について、連絡されておりましたところ、たま

たま東海支部の事務所の移転なと' の者s合に取紛れており

ましたので、締切日迫って、本部から原稿の菅促を受け

る始末となり 、支部として、誠に恐縮している次第です

愛知、岐阜、三君主の三県下の地方会員を擁する当支部と

して、これらの地方事情及び当支部l会員の活躍状況など

紹介するのが適当であり当然のことでありましたが、何

分時間の余裕のないまま仁、早急に取綴めなければなら

ないため、ふさわしからぬ記事ですが、御容赦願いたい

なお、調べる時聞がないので、未調査の分は割愛したこ

とをお断りします。

多年当地方の宿望であった浜松 ・うj E : 原間の国鉄電化の

第一歩として、昭和28年 7 月21日に、浜松 ・名古屋聞の

電化完成の祝賀会が金山体育館で催されることになって

いるが、この国鉄電化によって、名古屋駅の黒い雀が、

普通の雀の色に戻るのも近いことでしょう。この名古屋

駅に降りたって、ふり返って見上げる駅舎の立派さは誰

もが賛辞を借まない。この駅前広場を中心に、終戦直後

の混乱から復興の意慾をかきたてて、露庖からベラッグ

へ、パラックから木造建築へ、銀行、会社、商庖を初め

吠函館、マーケッ ト、旅館、飲食屈など目覚しく復興さ

れた地区の一つに数えられますが、昭和26年10月、東海

銀行名古屋駅前支庖 ( 日建設計工務株式会社、設計監理

大成建設株式会社名古屋支居、施工〉が完成し、翌27年

5 月、名古屋ビルデイング ( 第一銀行名古屋駅前支居)

( 篠田 )11口建築事務所諒十監理、消水建設株式会社名古

屋支庖施工) が完成、同年 6 月、住友銀行名古屋訳前支

庖 ( 日建設計九設計監埋、清水建設施工〕が完成するに

及んで、これらピル建築の緒となって、駅前広場の美観

を添えているが、現在工事中の名鉄ピル ( 日建設計、設

計監盟、竹中工務庖名古屋支庖施工〉は第一期工事とし

ては駅舎部分の地上 3 階迄の模様であるが、完成すれば

8 階建の椴想で設計せられているように伺っている。豊

田ピノレ毎日新聞社なども 、高層建築物に改築せられる噂

もあるので、名古屋市の玄関である広場を囲むこの場所

x. Y.  生

柄にふさわしい建設計画を樹てて、実施せられることを

期待してやみません。この附近の現在工事中の耐火構造

のものを拾えば、神戸銀行名古屋駅前支庖 ( 消7. K建設、

設計施工) 、協和銀行安島支庖 ( 日建設計、設計監理、

大成建設施工〉 富士銀行柳橋支居 ( 大成建設、設計施工

) などがある。 この表通りではないが、昭和25年、日本

通運株式会社名古屋事務所 ( 日建設計、設計監理、 日通

土建株式会社名古屋支庖施工) が完成してこの種の建物

で建設の早い方である。なお笹島のガードを越して、南

へ入るところに国鉄のアバ ー トと思鉄病院が密療機械の

設備されているので、話題にのぼるもので、厚生施設の

団地計画が着々実施されていることは、誠に喜ばしいこ

とである。

駅正面を東行する広路は都市計画路線として、戦時中

開通した談透は将来名古屋市のピネスセシターとなるべ

き地域であるが、建設業関係の事務所でも大成建設、銭

高組、清水建設、竹中工務庖など各支屈があり 、 日京銀

行名古屋支屈が伏見町通との交さ点に完成し、農林中央

金庫名古屋支局が木造として、戦前級の施工が出来るよ

うになった。昭来l 2伝手、相互ピル ( 竹中工務! 苫、設計施

工〉が完成するに至って、この附近のピル建築が促進さ

れるかに見えたが、建築抑制の線に沿って、中断の形に

なっていたが 、 鉄骨鉄筋の組立で 、 昭和 Ｒ Ｗ 年 Ｗ 月、 ｾ知

県鰻綜会館 ( 三菱地所株式会社名古屋‘ 建設事務所設計監

盟、消水建設施工〉が完成したので、あっ子ょが最近着手の

この種のピノレとしては 日本経済新開名古屋支庖 ( 日建設

計監理、戸田組名古屋支庖施工〉波ひYこ関西電力株式会

社東海支社 ( 本社設計監理、大林組名古屋支「苫施工) が

ある。 この外抑制以内の規模としては既に御存知のニュ

ーヨーク、ナショナルシティパンク ( レイモシド建築事

務所、設計監理、 i#水建設、施工) の建物が異彩を添え

る街の風景ーを見せて呉れる。又は 十六銀行名古屋支庖

Ｈ 日建設計監題、 ｦｾｦＷ ｊ＼Ｎ建設、施工〉 東海銀 行大 津支庖

( 日建設計、設計監理、大成建設株式会社名古屋支庖施

工〕など完成して、銀行建築のよき対照が見られる。 こ

うした耐火構造の建物が次々と完成することは都市の不

燃化と共に 誠 に喜ばじいｾ良りである ご 駅前 附 ｩ￯ から桜 通

JI川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川111川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川11川川JI川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川Ii川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川|日川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川l日!iI川11川1111川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川11川11川I!川川!I川11川11111川川11川川11山川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川111川1111川l日川!日I!川!I川11川11川11川11川Ii川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川11問川11川l日11川11川11川川11川11川II! 'I哨叩11川11川111川111川1口川!日川11川川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川11川川11川11川11川11川11川l日川11 l  
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1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111 1  111111111 1111111 11111111111111111111111111111111111111 lillllllllll ll ll 111111111111111"111111111111111111111111111111111111111111111111， 

大津町逮な どは都市計図法に基いて、肪火地場の指定と

耐火建築促進法に基いて、防火建築稽の指定を受ける準

備がさ れている模様がある。近 4 芦手の主Eびにらる 小キ本

大事定房 (西村好時建築事務所、設計監理、鴻池組名古屋

支庖施工〉などこの機をつかんで計画されるよい例であ

る。

さて 、大津町通に拾えば昭和25年 3 月J 東邦瓦斯ピル

( 城戸武男建築事務所、設計監理、竹中工務庖施工〉は

東邦瓦斯のサーピスステ{ シ雪 γ と東京信託銀行との共

同建築として珍らしいものである。同年11月北陸銀行名

古屋支庖 ( 日建設計、設計監盟、佐藤工業株式会社名古

屋支居、施工) が完成、昭和27年 6 月、 北海道拓殖銀行

名古屋支庖 ( 三菱地所、設計監理、大成建設、施工) 昭

未認7年、東海銀行矢場町支庖 ( 日建設計設計監盟、ff'l" 7J 'く

建設、施工〉昭和 7 月、株式会社近畿相互銀行名古屋支

庖 ( 大成建設、設計施工〉など次々に完成を見て、最近

主耐火建築促進法の助成金を申請する庖舗併用がぽつぽ

つ建築せられるのも喜ばしい。現在松坂屋百貨后は外装

修復と一部憎築工事中であるがこれカ噺しくお化粧され

た践は見違える程変ることと思わわれ今から期待される

ものである。設計施工は竹中工務l苫名古屋支庖が当って

いる。栄町交さ点の目抜きの位置に現在工事中のオリエ

ンタルピル ( 久米権九郎建築事務所設計監理、株式会社

熊谷組名古屋支庖、施工) 広小路側は宮土銀行栄町支底

南大津町通は集合庖舗( デバ ート 〉の計画であり完成後

は街の風景を変えるものと思われる。

この栄町交さ点を東西に走る広小路道は名古屋市民は

云うまでもなく 、ここに旅mf を払う人々も、あらゆる面

においても名古屋市の中心地として繁義街の趣きを失わ

ない。この通で昭和25年 6 月三菱信託株式会社名古屋支

活 ( 三菱地所、設計監理、竹中工務庖施工) が完成 し、

同年10月、丸栄ホテルロビー とピカデリー劇場 ( 村野森

建築事務所、設計監理、染木建設株式会社施工) との綜

合計画による建築計画によい調和を見せてもらったもの

である。昭和26年10月ミリオン座 ( 大彩工房岩瀬沼設計

監理、大林組施工〉が完成、昭和27年 8 月、名古屋日活

劇 場 〈竹中工務活設計施工) が完成同年 9 月、ステート

座 (波多野正吾建築事務所、設計監理、戸田組名古屋支

庖施工〉の改築などこの附近の映函館の耐火建築化と大

規模化の刺l践を与え、険関経営方針の改変が起りつつあ

る。 日本火災海上保険株式会社名古屋支庖 ( 森永製薬売

庖〉 日本ビール株式会社名古屋支底、明治商事株式会社

三名古屋支庖 ( 明治製薬売庖) 富久屋百貨后など地上 3 、

4 階の建物が次々と完成されて、さすがに広小路だけの

ことがある。この附近僅かに北に入ると 豊島株式会社名

古屋支庖 ( 日建設計、設計監理、清水建設施工) 及び不

ニ商事株式会社名古屋支庖 ( 三菱地所、設計監理、大成

建設施工〉などの会社事務所の建設が促進されて 、この

他にも僧築など都市の不燃化が着々突施されている。昭

和26年 9 月、民間放送の波とともに中部自本放送株式会

社名古屋演奏所 ( 竹中工務庖、設計施工〉が完成し、C

B Cのコーノレサイ γ で ローカ ルのラジオを楽しませて呉

れる。昭和27年 6 月、名古屋大阪フィルム会社名古屋事

務所 (レ ーモシド建築事務所、設計監理、株式会社大林

組名古屋支倍、施工〉が完成し、洋画フィルム配給に拍

車をかけている。現在工事中の丸栄百貨庖 ( 村野建築事

務所、設計監理、消水建設、施工) の憎築工事は昭和12

年の鉄鋼工作物築造統制規則で 2 階でf仇とされたものの

全国最後の復活工事として、地上 8 階建でコ Y 9 リート

カ守I ち終り、内外装が着h 進められている。富士銀行名

古屋支底 ( 竹中工務! 苫、設計施工〕並びに 日本勧業銀行

名古屋支庖 ( 三菱地所、設計、治水建設、施工) 山一証

券株式会社名古屋支庖 ( 三菱地所、設計監理、治水建設

施工〉 東ずし本庖ビルデイング ( 丹羽英二建築事務所、

設計監理、 ｦ ， ｾＷ Ｎｋ建設 、 施工Ｉなどは目下着々工事を進め

られ次々と新しい広小路風景が見られる。この他にも懸

案のピノレが建設せられる兆が見えるので今から楽 しみに

期待するのは唯筆者のみではある まい。 この地方唯一の

歌舞伎の出来る鼠l場である御園座の改装と僧築工事が目

下進行中で、今秋再開の運びで、これが完成の鋭t主演劇

界ファンの期待に添える ものと恩われる。設計監理は篠

田}J I口建築事務所であり 、施工は清水建設名古屋支庖が

当っている。

さてここで純日本i趣味の話題に変えよう 。痢口拾己氏

の設計にかかる八惑の八勝館の御幸の間が建築学会主主を

受けたことは余りに有名 となった一つであるが、料亭、

河支は数寄屋趣味の建築 として、渋いl沫のある唯もがf佳

賞することを借まない一つである。篠田}II 口建築事務所

の設計で治水建設株式会社名古屋支底の施工にかかるも

のである。 これと或意味において対照的にも考えられる

八勝館中庖で軽食堂を兼ねた粉苧であり 、新 しい材料を

巧みに{ 去って、何か新しいものを生み出されるきっかけ

があるように思われる。堀口拾己氏の設計監理で清水建

設の施工にかかるものである。今一つ新しく完成した旅

館、春日野; 主大林組の設計施工であり 、この1 : 也方に珍ら

しく京間が採用されているので 、 部屋の広いＡｾじが先に

なる。関西の味が何処となく /3ぜられるのもそのせいか

も知れなし、。

次に懸賞設計で建築界の話題となった N H Kの名古屋

放送局 と袋知県女化会銀i立市の中心部の百米道路東側敷

地に建設せられる予定であるが、その突施設計は詰々進

められている模様であり 、これが実現は文化の中 lむと し

ｾＱＱ ＱｉＱｉ Ｑ ＱｉＱｉ Ｑｉ Ｑ Ｑｬ Ｑ Ｑｉｉ ＱＡ ｬｉ ｬｉｬＺＡ ｩｬｬｬＡｉ Ａ Ｑｉ Ｑ ＱｉＱｉ Ｑ Ｑｉ Ｑ ＱｉＱｬ Ｑ Ｑｉ 川 ｉｉｉｉｉＡｉｉ ｉｉｉｉ ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ 川 ＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱ ＱＧ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱ 川川 ｉｉｉＡ ｂｬ ｬｬｬｬ ｬ ｬｬｬｬｬｩｬ 川ｼ 川 ＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 日Ｑｉ Ｑ ＱｉＡｬｩｉｬ ｉ ｉｬｉｬ ｉ ＡｬＱｬ Ｑｬ ＱｬＱｬ Ｑ ＱｬＱｬ Ｑ Ｑｬ ＱｬＱｬ Ｑ ＱＱ Ｑｬ ＱＱＱＱ ＱｬＱｬ Ｑ ＱｬＱｬ Ｑ Ｑｬ Ｑ 川 ＱＱＱ
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て期待せられるものである。なおテレピ放送の必授から

N H K とC B Cの共同でテレビ塔の計画が各界の有力者

の協力によって、着々進められ、 展望台の計画も名古屋

名所のーっとなるだら う。

次にスポ ーツ関係 としては昭和25年第 5 回国民体育大

会の会場と して、県下各地に施設が拡充された内で も特

に名古屋市の敬穂、競技場、金山体育館の新設はこの地方

よいものである。有名な振甫プ { ノレのスタ γ ドの拡張も

にこの時完成したものである。名古屋ドラゴ γ スのホ ー

ムグラウシドである 日中スタヂアム ( 熊谷組、設計施工〉

が再建せられ、最近ナイタ ーの照明設備が完成し、この

地方のプロ野球ファンを熱狂せしめて いる。今池に中日

スケ ー ト場 として、 戦後初めてお目みえして スケ ート フ

アγ が激憎 し、 この機運を見て、ほとんど同時に二大ス

ケー トリングが計函せ られて、 白下建設工事を急いでい

る。その一つは広小路名宝劇場南裂に中日 スケートリン

ク (大成建設、設計施工〉であり 、他の一つは岩井町遥

と伏見町通との交さ点、所講大須の一角にスポーツセン

ター ( 中山克己建築事務所設計、鹿島建設名古屋支庖施

工) であり 、何れも今秋完成の予定である。スケ ー トフ

アγ 待望の施設で、ある。

宗教関係と しては昭和'27年 3 月、徳源寺の本堂 (城戸

武男建築事務所、設計監理、辛島組施工〉が耐火構造で

完成 し、 同年 11月翠心教会 ( 株式会社伊藤組、設計施

工〕の完成は野球場、庭球場、水泳プ ーノレなどの附属施

設を含み、神父館と礼拝堂は共に鉄筋コンクリ ー ト造 3

階建で、名古屋城西北方に美しいシルエツトを浮かす異

影のある一つで・ある。天理教の会堂も鉄骨鉄筋コ γ グリ

ー ト造で造られ都市の宗教施設にふさわしい感がある。

教育関係と しては6 ・3制の改革で学校施設の拡充急ぎ

応急的のものであったが岡崎の震知学 芸大学本音11の施設

の充実と共に名古屋市の元三菱発動機工場の一部を学部

に転用 し、 最近F付属幼稚園、小中当t-i 後々舎の新設など綜

合学園と して生れつつある一つである。名古屋大学の施

設の拡張南山学園の教師錦、女子高等学校など耐火構造

で設計されてい る。公立では明和高等学校本館、熱田高

等学校絞舎、 円上中学校、 牧野小学校、 名城小学校など

耐火構造の建築計画がされて、この方面も回復の兆が見

えてうれしい限りで あるe

港湾関係としては東築港に字部セメン トのサイロ 、西

築港に 日本セメ ン トのサイロ と包装所などが新設せられ

、昭和27年東陽倉庫東埠 頭倉庫 ( 日建設計、設計長理、

大材相、施工) 大名港海運西海頭倉庫 ( 日建設計、設計

監理 大成建設、施工〉が完成 し、 現在、河西倉庫 ( 竹

中工主主活設計、施工〉が工事中であり 、築港施設 も逐次

整備されている。

大病院としては現在工事中の市役所北側に国立名古屋

病院 ( 病院、設計監理、佐藤工業株式会社名古屋支庖施

工) は綜合病院 として申分のない立派な病院 となる予定

のも ので ある。叉元三菱発動機工場敷地跡の一部に非現

業共済組合病院新設計画 があ り近く芦工の主主びにある。

銀行、会社等の宿泊施設と して、転任者の家族用叉( 主

独身者用などを最近の傾向 として耐火構造で建設せ られ

るものが漸憎している。同潤荘、大和寮、 東山寮、官争省

寮などその務例である。

さて趣 きを変えて、鳴海町に現在工事中の国立競馬場

は 8 月下旬完成の予定と 聞いてい るが既に戦後名古屋市

土古町の公立競馬場 もゐ り、斯界のフ ァン に期待さ れ る

一つである。

競輪場は名古屋市中村公園、豊橋市東困、一宮市花祇

通の Ｓ ヶ所 が 建 設された 。 競艇場 と して は と ｾ田市及び

常滑町の 2 ヶ所が最近完成 して 、フア γ を熱狂さ せてい

る。

戦後の形式では珍ら しい ことでない が国鉄の民衆駅と

して一宮駅は地元有力者の協力と 相侯って、昭和27年 2

月、匡鉄管理局設計監理、鹿島建設株式会社名古屋支后

施工で完成さ れ、これ とほぼ時を同 じ頃、一宮市商工会

議所 ( 日建設計設計監理、消水建設、施工〉が完成 し、

当地方の商工業の中心にふさわしく、 立派な建物である

豊橋市庁舎は、旧兵営内に地下 1階、地上 3 階、延 べ

7120平方米のもので、市建築課が設計監理を し、地元の

藤左京工務盾が施工 したもので、該市と しては耐火構造の

戦後唯一のものでな いかと 思 う。

都市計画事業の進むにつれて建物移収工事については

輿服産業を最初に名古屋図書、遠山商庖、広瀬 ピノレなど

3 、 4 階のものか ら大小十数件 と思われるが、 中でも旧

万平ホテルの鉄筋コ ング リート 造 7 階建地上31米のもの

で、昭和20年 3 月の戦災で全焼 したもので' ;joったので 、

この熊; 強を終えて、全国で も珍ら しい高層建築の移転工

事 として注 目されたも ので建設省建築研究所の技術指導

により名古屋市復興局が設計監理に当り 、鹿島建設株式

会社名古屋支庖の施工にかかる もので、新 しく名古屋市

交通局庁舎 として完成せ られるものである。 これらの経

験を過ぎ自信を持って、 移転工事が今後着々行われるで

あろう 。朗自の名古屋市はこ うした耐火構造の建物が街

の中心を埋める日の近いことを期待して筆をおく 。

×  x  x  X  

x  x  x  x  
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郎 君 を 悼 む

になっていたが、計らずも去月病の為め不

帰の客となられた事は惜しみても余りある

事である。

直江津で本葬が営まれ参列する事が出来

なかった事は遺憾であったが、 8 月24 日大

阪南区中寺町法雲寺にて三七 日の法養が営

まれ遺族始め同窓知友英他五O余名会し工

材社を始め学校関係外弔詞あり炎暑の中に

厳かな追悼があった。本会よりは中野理事、

大和常務理事参拝中野主言. e. f ¥; 表が会長弔詞

を代読して弔意を表した。

査をに故人のありし日の肖像を掲げ主主みて

御冥福を祈る次第である。

28. 9.1 日 本 建 築 協 会

芳ロ員 阪

昭和28年 7 月21日元理事阪口芳三郎君逝

去された事は淘に痛惜の至りである。君は

明治24年 7 月22 日大阪東区阪口芳松氏の三

男として生れ 、天王寺中学を経て東京高等

工業学校を卒業同校研究科に入り後日魯魚

業K K、上海取引所、大阪市電気局を経て 、

大正15年阪口建築事務所開設したが、昭和β

年工材社設立し建築材料の販売に従事、昭

和9年ステ γ レスの製造販売会社に変更、19

年事務所及工場を直江津に移し今日に至る。

本会には夙に入会昭和 3 年より 8 年の間

三回主記常務に選任され君掛待の殺意を以

て克〈本会の為めに尽力された功績は、共

の当時の人々の記憶に永〈残る事と思う直

江津に転じられてよりは本会主の交渉が疎

正 会

ＧＱＭ、戸、ｾＭ、へ

昭和 7 年創立15年記念大祝賀会が中央公会堂で開催

された時も余輿幹事の阪口氏シテ役同じく絞人の岡部

顕則氏が脇役で頗る珍妙な服装で抱腹絶倒の狂言に事与

を開き大西席芸妓養成美女大勢の舞踊と赤玉夕、 γ ス連

さ ん の 想 出ロ阪

今年は60年振稀有の穴水害が九州、ほ畿に三度も見舞

われた。事は違うが協会も元役員の言トが六月から今月

を出現させ赤い灯青い灯で満場をアット言わせ来賓の迄黒枠で三度続き今更乍らｾｾの浮世が身に也 、 みて秋風

内田建築学会長外を鰭獄させた事なども当時参列 した共にうら淋 しさを感ずる。此上の地震台風真平であり

人々 の今に残る誇り1 ; 1 であろう 。其の秋協会見学団を会員の言トも桑原々々である。

引具して上京未だ公開されていない新帝国議事堂に入阪口さんが協会に残した想出はとても此貞の埋め草

き尽せぬが頁の許す恨りありし日の尚影二、三 り玉座を見、綴長席にそりかえってみたりす、門大学や

本願寺其他見学、工業グラプに於ける等主招宴、翌日

黙海に一泊伊豆エロ寺巡り十国越のドライヴ等これみ

では

を拾い追慕したい。

大正15年10月10 日時の内務大臣浜口雄幸名で社団法

な同氏のプラシであった。熱海懇視会に学会森井主幹人認可を得たのは発展途上の一大エポッグであった。

など招きての余興さでは故人となった浦英之助氏始め( 当時法人認可は容易で・なかった) 其の祝賀会が北浜

丹前のシリハシ折つての市内ダ γ ス場巡りや貫ーもど

きの海岸散歩など思出多し。英頃の春欣大会は協会呼

びものの一つだった。或年之も阪口氏幹事下呂行湯之

嶋館一泊翌日中山七箆を経て木曽ライ γ 下りに物凄い

灘万大食堂て催され会する者来賓本山毎日社長始め会

員大勢会場に溢れた。祝詞挟拶型の如くあった後、阪

口さん余興主宰 ? となり御自慢の建築御文章を声高ら

かに読み上げ満場の爆笑を浴びた迄はよかったが、波

雷雪に遭い一同濡れねづみで岐阜駅i着超満員で大阪迄

ｾￚ 主生 し たが大阪駅解散の時阪口氏臼くＺ食堂草で悠々

席を占めて誰かと二人ピ ーノレ三本で・大阪迄ネパ ッテや

1

1

j

i

l

l

'

j

 

江、池田と紅白の余興のキ ャップが次々廻り古宇田実

さんの頭にチョコナ γ ト覆らせた時、同氏は噴然色を

なし僕に余興など失礼な云々・ … 一時片づを呑んだ

ったよアハ …… 聞く者ダア {が、 ともかくそんな事はアッサリと堂島)11に流されて

花の吉野花垣で春の大会あり 、如意輪寺住職語る吉肩すかし盛会に終らせるなど阪口さんならでは出来ぬ

( 次頁下段へ)
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日本建築協会の活動 お見おとしのないように

=-，に 例 理 事
..6. 

2 弐

一一 会 報 7

第 Ｔ 固定例限 ｾｬ 会は Ｗ 月 Ｘ 日午後 Ｔ 時より朝日ピソレ本

会々議室にて竹接会長外10名出席の下に開催され、九州

支部会員の被害者に対する見舞方法に就て協議ーし28年度

会資半期分免除と決定芙の旨会誌に掲載。火災保険算定

率研究会の模様報告聴取結果ーとまっ・災害委員会で研究

する事にし、次に大阪産史学会より戦後社会混乱によっ

て、江戸より大正にかけての建築資料が散乱しつつある

を憂え、現在その蒐集に努力し写真及び好= 説等を中心と

する一冊の図録を完成し度いとの念願から学術的建築中

心のオ開場より協会の全面協力を懇請されたに就き一同賛

成、主記漫事: と陪史学会委員と懇談の上協力と決定、元

理事名誉会員谷民民主氏逝去に依る有志合同慰霊祭の件了

解。会員人退会設衡( 入会者31名〉。七月の午歪会l工大

阪倶楽部にて大阪アメリカ文化センターより図苔寄贈に

関し贈呈式を同時に兼ね行う事を披露 し種A 懇 淡、散会

5 時30分。

日本建築協会京都支部役員会

28年度第 1 回支部役員会は 7 月3 日午後 4 時より京都

建設業会々館にて松井清之助支部長外12名出席の下に開

催、支部長挨拶の後27年度事業報告並決算承認、 28年度

収支予算案審議一部訂正後承認、 28年度事業計画、役員

改選に関する件等審議終了。筒お来る10日総会開催、 11

日東洋リノリウム工場並大阪生コ γ グリート見学計画を

発表、席を新ためて懇談に入り盛会裡に午後 8 時散会し

だ。本部 より大和理事J中図書記長列席。

( 前頁 よ 9)  

野哀史に涙をシボ ッタが田舎酒は飲めぬとて大阪から

白雪一億ハモ皮持参大根おろしの突出しに一同随喜の

涙に早変りさせるなど全く他の追従を許さぬ芸当だっ

た。英他シカマ三 S プラタ ー披露、務報見学、市内丹

頂庵に於ける片岡会長沼宴の61自祝図嘩会 ・心斎僑矯

学に於ける会長答礼等々の事が次ぎ次ぎ湧き起る

ぃ…直江津 ｾ 戦争 ｾ 空襲 ｾ 戦後とｾの聞に時が

流れ慌しい幾星霜が過ぎた或正月某日ゆくりなく

も渡辺橋の真中でパッタリ重量遁ヤ 7 暫く・ ー云々

別れに望みポケットに何やら捻ぢ込まれた。プッ

ト云う聞に大阪駅へスタコラ去って行く後姿を見

送り思わず微苦笑した事がある 、阪口さん らしい

横顔の一つ、爾来親しく物語る機会を治したが奇

60 

月 分 一一

谷民蔵氏合同慰霊祭

7 月5 日午後 3 時より北区寺町冷雲院に於て 、故海草お

院信光宣E民居土の有志慰霊祭が執行され、その三国体は

日本建築協会有志、工学院大学校友会近畿支部有志、建

築設備研究会有志で、参列者60余名、各有志代表の弔詞7

主主に焼香が堂内に痩り 、静かな雨の日限目の午後参列宕

は主主人の偉徳を偲んだ。散会終了午後 5 時。

「建築と社会」編集委員会

第 2 回定例編集委員会は 7 月 9 日午後 4 時より 朝日ピ

ノレ本会々 MI' 主主で中村編集委員長外12名出席の下に開催さー

れたs 該4. r としては ① 8 月号は予定変更して変蕊と見

返し特集とする。 ① 9 月号支部特集号について進渉状

況説明担当係よりなす。 ①電気、設備、特集号として

10月号に計画、担当委員の須賀栄一氏より ω座談会制ア

γ ヶー ト仰記事の三企画を説明 @ 11月号以後の計画と

して記念特集号、展望号、工場建築特集号を企画協議し

午後 6 時散会した。

日本建築協会東海支部役員会

28年度支部役員会は 7 月17 日午後 3 時より名古屋建設

業会館にて玉置重量次郎支部長、佐藤四郎、染木正夫両高IJ 支

部長、岡田平蔵、水野金市、大倉由平、小野木修の各役員

出席の下に開会、特に本部より大和常務理事i中図書記長

が出席した。協議の結果一応八月上旬総会開催とし其の・

上で種々事業計画立案と決定、 席上協会関係団体の士

会、学会支部長も列席し地方に於ける各団体の重復に依

る会員の悩み等が持ち出され支部活動のあり方に就て民

省せねばならぬ問題で結論なく散会した。終了 5 時半。

一吋

しくも自ら紘えた御文章の白玉桜中の人となられ片手

を上げてヤアヤアのあの雅気満々たる風貌に永遠に接

する事が出来なくなったのはホントに残念であり協会

も名物男を一人失い懐しい限りである。

( 大 和 記)

床の清榊佐持方法に就ての

( 9月20日建翁曾鉱に鈴円る 日耳慣要旨〉

プｬｊｾ下告白希望者 はお申 込下さい

島盈姐
大PI ・北区徳橋( 産径ピル前) K K クY トク

東京' 11$同小川町1( 三勢ピJ 1- ) 東京ケY トク

名古屋・腸 前泥江町 2 ノ 1 K Kクントタ



定 例 午 霊 会

第16回定例午餐会; ま 7 月16 日正午より大阪倶楽部四階

会場にて竹腰会長、東畑副会長外50名余会員出席 の下に

開催、特に今回は大阪 7 メリカ文化セ γ ター館長 Mr

Mer ui n E・Ha wor th の臨腐を得て 、アメリカ建築図

書の贈呈式を午餐会と兼て行った。式は中野理事司会に

依り始り M r .Mer vi n E. Hawor t h の贈呈の挨拶があ

り、そして文化セ :.--;!l ーの総務主任大高啓三氏に依て通

訳され、続いて竹腰会長の授与御礼の詞に依て式は終了

した。特に出席者一同にライフその他ア〆リカ雑誌のプ

レセソトを受け、引き続き U SI S 提供のフ ーパー・ ダム

物語とホワイ ト・ハウスの映闘を観賞した。終了午後 3

時E集会復に午霊会並贈呈式は終った。

〔贈 呈 書 名〕ー20i J : ! ; 妃建築の形態と機能ー

F or ms  and F uncti ons of  Twent i et h- Cent ur y 

Ar chi t ect ur e 

Edi t ed by  Tal ot  Haml i n， F.  A.  1. A .  

wi th  a n I nt roduct i on by  Leopol d Ar naud， 

F. A.  1. A.  

位、上官己の{ I } 絡は朝日ピノレ 6 1港本会凶魯室で一般会 A

の閲覧 iこ供している。

ー 一一.. . . . . _ー. .・ー ーーー 一..・・・. . .....ーー 守ーー ・ーーー・ー守ーー. . . ーーーーー守' ・・・・・・ーー 一一ーーー・ ・・・・・・ ーーーーーー・ーー一 一一 ーー. . . . . . . . . . ー ーー' ー・・ーーーー ーーー一一ー一一一一一一一一一一一

建材品質ゼミナー

「ホ モ ゲ ン ホ ル ツ」 人 造 木 材 展 示 説 明 会

7 月2 日午後 1 時半 より本会は大阪建設会館第一会場

に於てホモゲシホノレツ製品の展示と日興産業機式会社社

長藤沢良雄氏の説明講演会を開催した。開会の挨拶は本

会理事伊東五郎氏 (市建築局長) で、引き続き講演に入

り聴講者 1∞ 余名に達 し会場満員となり盛会裡に午後 4

時半迄続いた。〔用途微要〕ホモゲシホルツとは独乙語で

HOMOGE NHOL Z . 英語で HOMOGE NE OUS W O-

O D，均質な木材と云う意味、 用途は構用材を除いて広

範囲に利用が出来、パネノレ叉はパネノレ下地、 額像、巾木、

房、フ ローア等である 3

建 材 審 査 委 員 会

第 6 回建材審査委員会: ェ τ 月 7 悶午後 3 時より朝日ピ

ノレ本会々議室にて霊場委員長外 9 名出席の下に開催され

新に審査申出の外部モルタノレ吹付「エマノレリシンJ 朗研

化学工業所と人造木材 ーホモゲ γ ホルツ J 日興産業株式

会社の審査協議し、殺虫塗斜「キノレコート“ (朝日産業

株式会社) 波形 スレー ト、 ( 東洋スレ ー ト株式会社) ド

一一 一一一一一一一一一一一一一一ーーー・ー ーーー 一ーー・ ーー ーーーーー-. . . . . . .ーー

( 門田製作所) の以上に就て分科審査委員より報告、証

朗発行の{ 牛を審議する。優良証明器有効期間延長申出の

件に闘し、ナ ニワ S 瓦 ( ナエワ瓦株式会社〉肪火塗; 斜タ

イネ γ 2 号( 関西ベイ γ ト株式会社〉三星印アスフ ァノレ

トタイノレ、三星印ギノレソ イドノレー フ ィγ グ( 田島応用化

工株式会社〉の 4 種類に就き延長を承認。英の他種々 協

議後午後 6 時30分散会 した。

災害と予防のゼミナー

災 害 委 員 会

第 2 回災笠護員会は 7 月20日午後 3 時 より朝日ヒV レ本

会々議室にて刑座、竹内、奥山、福知、山田 、室井、中

村各委員出席開催、議事と して消防; l l 1 l . との問題に関し消

防法に於ける人命救助の立場と建築構造技術の立場に就

て問題となり 、次回委員会に於て更に検討を加える惑と

し、各委員に消防法の研究パンフレ ツ トを配布する事を

約す。次に気象から考える災害予防の問題に移て特に午

後 4 時より 、大阪菅区気象台技術部長北田道男氏の来席

を得て同氏より「気象台から建築界に望むもの」と題す

るお話を委員一同はJ拝聴した。お話の要旨は、 ①気象

ライプイ ット Ｈｾ ｉ安部興業株式会社 Ｉ 緩止ポノレト ナ ット 学は農業を中心として発達した。 ⑦日本の気候は国際
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気象規定にも入りに くい程に世界的特異性である。 ③ 

雨のカには地震の如くいくらでも強い雨が降ると云う

事。@ ) 強い雨を早く知る為に 250粁 ぐらいのレ F 〆ー

が必要だ。 ①気象台は一般社会になじまねばならない

ことから防災気象連絡会を設け毎木偲日開催 している。

終って中村綱委員がお礼の言葉を述べ閉会午後 6 時。

建築見学ゼミ十ー

日 綿 実 業 株 式 会 社 社 屋 見 学

会勢委員会は建築学会近益支部、大阪府建築土会の三

団体主催の 下に 7 月22 日午後 2 時北区中之島 2 丁目 13の

日綿実業株式会社社屋を見学した。 置量計安弁建築事務所

施工犬林組で、鉄筋コ ' / 9 リ{ ト造、 鉄量800屯 コγ ク

リ戸ト量 8，5∞立方米、中空既製鉄筋コ γ グリート杭打

、長15米、 5位本敷地3，042平方米 ( 920坪2) 一階床面筏

1，301平方米 (393坪7) 附属車庫208平方米 (63王手〕軒高

24* 63地下 1 階地上 6 階建。岡本弘氏の開会の挨拶続し、

て工事概要を安井建築事務所の樋口金治氏より、施工概

要を犬林組の岩崎仁右衛門氏より説明を聞き、五f J ! f に分

れ係員の先導で‘ 社内の見学を行い午後 4 時それぞれ一階

集会場に集り、田中良太郎氏よりお礼を述べ参加者 ( 15

0余名) 一同拍手の答ネしをして散会。

会 員 相 互 欄

0 オーストラリア全国建築大会への代表派遣について

7 月29日附で建設省住宅局長より本会に標記の如き照

合があり、参加能否につき至急回答を求められた。( 以

下原文) 2. 6. 29 外務大臣あて在オーストヲリア特命全

権大使笑公信、オーストラリア全国建築学大会への代表

派遣。今般 Royal Aust ral i an Inst i tute of Archi t e 

cts のエユ ー・ サウス ・ウエルスナ| 十部会から別添写書簡

をもって、 1954年 5 月9 日ないし15日に開催予定の全国

建築学大会に対し、わが国から代表派遣方要請があった

ので、関係方面にも御照会の上、代表派遣の有無等御回

示宇目煩わしたい。

なお、同時に日本からの展示物出品も要請されている

ので、出品可能の有無もあわせて御図示ありたい。以上

0 家屋交換叉 lま被る

府南河内郡北八下村河合ぐ近鉄南大阪線高見の旦駅下

車、徒主伝的 5 分、大阪薬科大学前) 建坪20坪、昭和21年

新築、木造平屋3. 5寸角i曾使用、屋根瓦葺、 弁戸 2 ケ所

水質良ポ γ ブ付、敷地供( 敷地2∞坪) 価絡土地共37万

円なるべく大阪市内で市電に近い家屋との交換希望、其

の他詳細は事務局へ御問合せ下さい。
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編 集 メ モ

( A )  

「支部が発展してほしいと思ったことから、支部の建

築写真を集めて編集したり と玉まうのがこの特集号。各

支部の方々に御願して、原稿を頂いたのを本部が自由に

割付けした。そこで各支部のお気持通りには出来なく、

文期限もせまって編集子も計画通りにならなかった。

然しこの心味は今後も時々グラフ式でもよいから会誌

として扱うべきだと思う。

( B)  

月日の流れも早いもの、夏が来たと思ったら、f火が来

る。悠々とすることにめぐまれない編集子は二十日月九の

如く。もっと 今年の夏は、青い海が見られなく、色はに

ごって流木が岸に打ちょせた水害の夏。よくも悪い事が

続くもの、少々へきえきする。だがだまってみていられ

ないのが編集委員会で十月号の設備特集号を十二月迄お

いやって、水害特集号とした。そして広く読んでもらい

度いと張切っている。そこで支部特集号の和政山と九州

の原稿を水害特集号に繰入れることになり、支部特集号

から除いた次第である。

( C)  

編集子は編集に情黙がたぎって来たが、何分この誌が

事務局においては、一人の編集子でやっていると云う事

は、人が信じないほどうそみたいなほんとの話、いま一息

と思ってもこれは無理なこと、そこで会誌の発行がおく

れて会の事業に就て通知がお くれ勝、やむをえず別にノ、

ガキで通知するが経費の都合上、会員全般には同じ会員

であり乍ら、通知が行くのと行かないのと出来て面白か

らぬ事になり 、吉成に申訳けない。そこで事務局の編集障

の増強に依て会誌が早く発行できれば総ては解決すると

願っている。
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